
令和３･４（2021･22）年度読書活動推進事業 

実践事例のまとめ 
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社会の変化が加速度を増し、複雑で予測困難となっている時代において、子ども達

は、自分のよさや可能性を認識するとともに、多様な人々と協働しながら様々な社会

的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることが求

められています。 

こうした子ども達の資質・能力を育む上で、読解力や想像力、思考力、判断力、表

現力等を養う「読書活動」の推進は欠かすことができません。その際、子ども達が読

むこと自体の楽しさや充実感、満足感を得られるような取組を進めていくことが重要

です。子どもの頃に読むことを「楽しかった」と感じられるような体験を積み上げて

いくことは、生涯にわたって学び続ける姿勢を育むことにつながります。 

本資料は、令和３･４（2021･2022）年度読書活動推進事業の指定を受けた推進校

13校による実践や関係市町教育委員会の取組をもとに作成した、読書活動の実践事例

集です。掲載されている各実践は、子ども達に「本を読む楽しさ」を伝えようとする

教職員の皆様の強い思いが感じられるものばかりですので、県内各校でも子ども達の

実態に応じた読書活動を積極的に推進するための参考資料としていただきますことを

願います。 

最後になりましたが、本事業にご協力いただいています姫路大学 長谷 浩也 教授、

そして研究実践を進めていただいています研究推進校の教職員の皆様を始め、関係市

町教育委員会の皆様に心から感謝申し上げます。 
 
令和５（2023）年３月 

兵庫県教育委員会   

はじめに 

 

 

子どもの実態 

これは、令和４年度 全国学力・学習状況調査において、「読書が好きな児童生徒
の正答率と県平均との比較」を表したグラフです。小学校、中学校ともに、すべて
の教科において、「読書が好き」 と回答した児童生徒ほど正答率が高いという結果
が出ています。 
おそらく、「読書が好き」と回答する児童生徒は、日常的に読書する習慣があると
想定できます。この結果からは、自ら進んで読書に取り組み、多くの本と出会う経
験を通して、児童生徒の言語能力や思考力が高まっていることがわかります。 

※ 

※「読書は好きですか」という質問に、「当てはまる」、「どちらかといえば，当てはまる」と回答した児童生徒 
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県平均 読書が好き

令和４年度 全国学力・学習状況調査 
「読書が好きな児童生徒の正答率と県平均との比較」 

1 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

読書活動といえば国語科という印象があるかもしれませんが、国語科での学びを読書で磨
いたり、国語科以外の各教科等での学びを読書でつなげたりする等、学びを読書でつなげる
ことが大切です。国語科と各教科等の学びを読書で連動させることで、教科等横断的な学び
に発展させることも効果的です。 

各教科等での学びを 

「読書」でつなげる 

 

読書活動と各教科等の学習の関係について、「各教科等を横断的に捉え、学校図書館の利

活用を基にした情報活用能力を学校全体として計画的かつ体系的に指導するよう努めること

が望まれる（学習指導要領解説総則編）」と示されています。 

学びを「読書」でつなぐ 

読 書 

国 語 科 各教科等 

読書習慣を 
身に付ける取組 

 

国語科での学びを 

「読書」で磨く 

学習指導要領では･･･ 

国語科と各教科等での学びを「読書」で連動させる 

 

 

 

 

 

読み解く力がないと、感動や感激、理解が浅くなってしまいます。 

読書活動を通して「読解力」を育むためには、要となる国語科と他の教科の

連携を図り、読書を通じた学びの広がりを目指していくことが大切です。 

そのためには「読むこと」と「問うこと」を視点に読書行為の意味を校内研

修などの機会を活かして先生方で深め合うことも重要だと思います。 

「本を読むこと」は「自分に問うこと」 

一般的に「読む」ということは、本等に書かれている事柄を理解しながら、主人公や
作者の考え、生き方に出会い、「そうそう」と同意をしたり、「なぜそうするのか」と異
論を唱えたりしながら読み進めていく行為です。そして最終的に主人公や作者の見方や
考え方をも含む生き方にふれるだけではなく、自分の行動や生き方への「問い」を見つ
め直すことにつながります。もちろん、様々なジャンル、内容の深浅によっても「問
い」は異なってきます。 
このように考えると、本に出会うということは、自分自身の考え方を振り返り、一考

させてくれる仲間、先生、親等に出会うようなものであるとも言えます。 

 （姫路大学附属図書館ニュースレター「はま風 sea breeze」第 27 号から抜粋） 

姫路大学 長谷浩也 教授 
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読書活動推進校 

の実践 

■国語科での読書活動を生かした授業実践 

■他教科(国語科以外)での読書活動につながる授業実践 

■読書習慣を身に付けさせる取組 

■１人１台端末を活用した読書活動 
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芦屋市立朝日ケ丘小学校 

２年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科での読書活動を生かした授業実践 

朝小２年生版ビブリオバトルにチャレンジ 
教材名：お気に入りの本をしょうかいしよう（光村図書） 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ ビブリオバトルを知る。 

  ※自分のオススメの本を探す。 

 

２ 本の中から、好きなところや面

白いと思ったところをメモで抜き

出す。 

 

３ メモをもとに、自分の紹介文を

作成する。 

   

４ ビブリオバトルを行い、チャン

プ本を決める。 

 

☛☛授業のポイント 
  
 

 
〇1 分間という短い時間で本の魅力を伝えるためには、
情報を厳選し、少ない情報量で効果的に伝えることが
必要であることに気付かせる。 

〇友達が紹介した本に興味を持ち、自分が今まで読んだ
ことがないジャンルの本にも挑戦できるように声かけ
をする。 

子どもたちが選んだ 

オススメの本 

・ねるじかん 

・どうぞのいす 

・ちいさなちいさな 

        など 

《単元の目標》 

○読書に親しみ、いろいろな本があることを知ることができる。  〔知識及び技能〕 

 

○文章を読んで感じたことや分かったことを共有することができる。       

〔思考力、判断力、表現カ等〕 

○進んで読書に親しみ、学習課題に沿ってお気に入りの本を紹介しようとしている。 

〔学びに向かう力、人間性等〕 

オススメの本の交流から読書の幅が広がる。 

かわいいキツネ
が出てくるお話
だよ。 
みんなにも読ん
でほしいな。 

このイラスト
が好きで、こ
の本を選んだ
んだ。みんな
も好きになる
と思うよ。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・ビブリオバトルが楽しかった！もう一回やりたい。 

・友達のしょうかいした本がおもしろそうだった。読んでみたいと思った。 

・いろいろな本のしゅるいがあるのがおもしろかった。 

・図書館で本をさがすのが楽しみになった。 

国語科の読書活動 

身に付けさせたい力 
○自分が選んだ本の中で、どこが好

きなのかを捉える力 

○本の魅力を伝えるためにどのよ

うな情報が必要か考える力 

○オススメの本の紹介文を作り、本

の魅力を表現する力 

具体的な取組 
〇自分のオススメの本を選び、自分

が好きなところやオススメの部

分をメモで書き抜く。 

〇伝えたい内容に合わせて必要な

情報を整理する。 

〇本の魅力を伝えるための表現を

工夫し、交流する。 

日々の読書活動 

身に付けさせたい力 
○これまでの読書の中から紹介し

たい本を選ぶ力 

○いろいろな種類の本があること

を知り、読んでみたいと思う力 

〇伝えたい情報を選び、相手に伝わ

るように表現する力 

具体的な取組 
〇図書館に掲示してある読書の木

を見て、友達のオススメの本を手

に取れるように声かけする。 

〇読書記録を振り返り、これまで読

んだことがないジャンルの本を

読む。 

   

読
書
活
動
の
連
動 
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芦屋市立朝日ケ丘小学校 

4 年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉から想像を広げよう！～「のはらうた」より～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 学年の教室前の本棚や図工室

に「のはらうた」を置いてお

き、いつでも手にとれる環境を

作る。 

２「のはらうた」の中より自分が

選んだお気に入りの詩につい

て、ワークシートに書く。 

３ 作品から思い浮かんだ情景を

絵に表し、版木に写して彫る。 

４ 彫った版を刷り、刷った作品

の中に「のはらうた」を書く。 

５ 自分や友達の作品を見合い、

よさや表し方の工夫を感じ取

り、ふりかえりを書く。 

☛☛授業のポイント 
  
 

 
〇教科書以外で多くの「のはらうた」の作品に触れさせることで、児童は自分のお
気に入りの作品を見付けることができる。 

〇「のはらうた」の作品を何度も読み返し、友達とも意見を交流する中で、想像を
広げることができることに気付かせる。 

カタツムリの
旅なのに、カ
タツムリと書
いていない。
誰の旅なのか
想像力が働
く。 

《単元の目標》 

○詩の世界に浸りながら、想像を広げ、思い浮かべた雰囲気や様子を絵に表すことが

できる。                          〔知識及び技能〕 

○表したいことをより自分のイメージに近づけることができるよう彫刻刀の使い方を

学び、版に表すことができる。          〔思考力、判断力、表現カ等〕 

○詩から想像を広げ絵に表すと共に形や表現方法を考え、より詩が生かせるように意

欲的に版画に取り組もうとしている。       〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

言葉から思い浮かべた雰囲気や形などの想像を広げ、作品に表す。 

他教科（国語科以外）での読書活動につながる授業実践 

図画工作科 

ぼくも小さい時にう
まく言葉が話せなか
ったので、同じ気持
ちだったこの詩が好
きだなぁ。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・たくさんの詩を読んだ中からお気に入りの詩を見付けたから、イメージが沸
きやすくて、版画のレイアウトもしやすくなった。 

・同じ「のはらうた」の中でもいろいろな詩があって、自分の好みや友達の好
きな詩があることがわかった。 

・読むだけで何もなくてもイメージできる詩があったり、挿絵がヒントになっ
たりする詩があって作品につながっていくんだなあと思った。 

「読書」リスト 

・のはらうた１〜５  

・あっぱれのはらうた 

・版画のはらうた１〜５ 

 

図画工作科の読書活動につながる取組 

身に付けさせたい力 
〇資料から必要な情報を読み取る

力 

〇学習したことを自分たちの生活

に生かす力 

〇学習に関連する資料を収集し、自

分の考えをまとめる力 

具体的な取組 
〇「のはらうた」の作品を読んでイ

メージしたこと、思ったことを

交流する。 

〇彫刻刀の種類により、彫りあとの

形が違うことに気付き、表した

い感じになっているか確認なが

ら作成する。 

日々の読書活動等の取組 

身に付けさせたい力 
〇学習に関連する資料を収集し、自

分の考えを持って読む力 

〇具体的な目的意識をもって、関連

する本を多読する力 

 

具体的な取組 
〇一つの詩、一冊の本だけではな

く、「のはらうた」の複数のシリ

ーズを用意する。 

〇休憩時間でも読めるように教室

前にブックトラックを設置す

る。 

〇自分の選んだ本を班で交流する。 

  

取
組
の
連
動 
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芦屋市立朝日ケ丘学校 
 

取組名 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☛☛取組のポイント  

   

     

  

                           

                                    

                                   

                        

 

 

 

 

読書習慣を身に付けさせる取組 

図書コラボ給食 ～本からメニューが飛び出した！～ 

《図書コラボ給食とは》 
〇本の中に登場する料理や食材が献立となって出てくる給食のことを「図書コラボ給
食」といいます。芦屋市では本を通して、学校給食や食べ物に興味・関心をもって 
もらうことを目的として「図書とのコラボ給食」を行っています。 

 

図書コラボメニュー 

 

 

 

 

 

    

 

 

  

 

 

  

      

 

図書コラボ給食 

保護者ボランティアによるコラボ本の読み聞かせ 
 
・給食とコラボした本は、保護者ボランティアと連携し、昼
休みに読み聞かせをしてもらう。 

 

・本から飛び出したメニュー、関連した食材を使っ
たメニューを献立の中に取り入れた、給食を提供
してもらう。 

・給食とコラボした本の紹介文を図書委員会が作成
し、今日の献立に載せてもらう。 
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芦屋市立朝日ケ丘小学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

タブレット内のアプリ、keynote を使ってオ

ススメカードを作成する子どもの様子 

 

１人１台端末を活用した読書活動 

オススメのノンフィクション作品を紹介しよう 

《取組の概要》 

○市立図書館と学校図書館からノンフィクション作品を揃え、教室前のブックトラ

ックに配架し、子ども達がそれぞれ多読する。 

○多読した中から、一番オススメのノンフィクション作品を選ぶ。 

○keynote を使って、あらすじ、オススメのポイントなどを書いたオススメカード

を作成する。 

○電子黒板を使い、クラス内で発表する。 

○プリントアウトし、全校生が見ることができる掲示板に掲示する。 

☛☛取組のポイント 

○作品の中で自分が心に残った文
章を引用する、キャッチコピー
を書くなど、相手が興味を持っ
てくれるように工夫する。 

keynote を使って作ったオススメカードを、電子

黒板を使って発表している子どもの様子 
 

☛☛取組のポイント 

○読んでくれる相手を意識
して、キャッチコピーを
大きく分かりやすくした
り、背景と文字を同系色
にしたりしないなど、レ
イアウトを工夫してオス
スメカードを作成する。 

どの部分も面白いから、どこを紹介
しようか迷うなあ。 

キャッチコピーを大きくし
て、目立つ色で囲むと分かり
やすくなった！挿絵を入れる
と、本の雰囲気もよく分かる
ね！ 
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                お 

伊丹市立北中学校 

２年生 

 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科での読書活動を生かした授業実践 

 

本の魅力を説得力のあるプレゼンテーションで、 
みんなに伝えよう！ 

教材名：ビブリオバトルをしよう（東京書籍） 
説得力のある提案をしよう（東京書籍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 班ごとに星野富弘の詩画集を読む。班には同じ種類の詩画集を配付する。各自、

紹介文を作成し、お互いに読み合う。 

２ 班の中でプレゼンテーションの評価表に沿って評価し、書類審査を行い、プレ

ゼンテーションのチャンピオンを決める。 

３ 班の代表に決まった人が、クラスの前で本の紹介を行う。 

  自分の班からは離れ、個人で評価し、評価表をもとにクラスのチャンプ本を決

定する。 

４ 最終、学年で時間を確保し、各クラスの代表が学年全員の前で発表し、チャン

プ本を決める。 

☛☛授業のポイント 
  
 

 
 
 
 
 

〇相手にどのように伝わるかを考えて、プレゼンテ

ーションを工夫させる。 

〇校内にある星野富弘の詩画碑の由来等とも関連さ

せ、プレゼンテーションに取り入れさせる。 

選書リスト 

・鈴の鳴る道 

・速さのちがう時計 

・風の旅 

・あなたの手のひら 

        など 

同じ本を読むことで、読み方に個性があること

を伝え、プレゼンテーションに適した内容など

について気付かせる 

《単元の目標》 

○情報の様々な表し方を理解し、わかりやすいプレゼンテーションを作成することが

できる。                         〔知識及び技能〕 

○資料や機器を活用しながら、説得力のある話の構成を考え、自分の考えがわかりや

すく伝わるように表現を工夫することができる。 〔思考力、判断力、表現カ等〕 

〇進んで読書をし、その中で言葉がもつ価値に気付くとともに、伝え合う力を磨こう

としている。                 〔学びに向かう力、人間性等〕 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

 

 

 

 

 

 

 

・子ども達は、自分の考えを発信するためには、その材料となるものを手に入れる必

要があることに気付き、本を読み直し始めた。次回からは、最初から目的をもって

本を読む習慣がつくものと思われる。 

国語科の読書活動 

身に付けさせたい力 
○本の内容を大きく捉え、その内容

を文章にまとめ、発信する力 

○物語における人物像の把握を踏

まえ、主題に迫る力 

○語彙や言葉にこだわり、正しく、

美しい日本語を使う力 

具体的な取組 
〇週に一度、朝学習の時間を活用

し、NIE に取り組む。 

〇物語文の登場人物の分析や役割

を班で討議することにより、人

間関係図などから主題に迫る。 

〇漢字検定プロジェクトチームな

どと連動し、「読む」というベー

スになる漢字や言語事項に取り

組む。 

日々の読書活動 

身に付けさせたい力 
○これまでの読書の中から紹介し

たい本を選ぶ力 

〇本の魅力を伝えるためにどのよ

うな情報が必要かを考える力 

〇伝えたい情報を選び、相手に伝わ

るように表現する力 

具体的な取組 

〇普段の授業から ICT 機器を活用

した授業を展開し、できるだけ

発信させる機会を設ける。 

読
書
活
動
の
連
動 

＜プレゼンテーションの作成> 

・アニメーションの使用やレイ

アウトの見映えのよさなど、

発信の形に注力する生徒が多

かった。 

＜発信のための情報の収集＞ 

・発表内容を深めるために本

を読み直す生徒が増え、目的

をもって読書活動に取り組

むようになった。 
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伊丹市立北中学校 

２年生 
 

 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共図書館で「トライやる・ウィーク」報告会 

 
《学習の流れ》 
１ 「トライやる・ウィーク」の意義を考え

る。本来の意味を押さえ、自分達ができるこ

とを考える。 

 

２ 必要なスキル（ポスター作成）について、

調べたり支援を受けたりする。 

【読書活動・調べ学習】 

 

３ 支援・指導を受けたスキルを使って、取材

とポスター作成を行う。 

 

４ 学習経過や内容を展示・報告会等として、

公共図書館と連携して行う。 

☛☛授業のポイント 
 
 
 
○活動の発信の場として公共図書館を利用することにより、公共図書館主催のイ
ベントにも生徒が参加しやすくなることが期待できる。 
○学校図書館や 1人１台端末を活用し、調べ学習における資料の収集方法や活
用方法を学ぶとともに、目的をもって読書活動に取り組むよう働きかける。 

《単元の目標》 

○取材のスキル講座の書き方の指導を生かし、実際に実施した模擬取材の内容を、形式（モノ 

ローグ、対談、ルポ）を指定したレポートを作成できる。                〔知識及び技能〕 

○「トライやる・ウィーク」の成果や課題について分析・検討し、公共図書館の交流フロアで報告

会を実施し、一般利用者と意見交流を行う。           〔思考力、判断力、表現カ等〕 

○報告会等の企画・運営については、プロジェクトチームを立ち上げ、自分たちで内容等も考え

ようとしている。                  〔学びに向かう力、人間性等〕 

活動の発信の場として、公共図書館と連携し、広く地域に学習内容を周知する。 

他教科（国語科以外）での読書活動につながる授業実践 

総 合 的 な 学 習 の 時 間 

取材スキル講座の様子 

報告集会の様子 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 
 

○調べ学習等の取組により、目的意識をもって読書活動に取り組むことができるよう

になった。 

○生徒の読書冊数（1人当たりの月平均読書冊数）が増加した。 

 

 

 

 

 

○学んだことを活用し、発信することができた。 

《子どもの感想》 
・取材スキルや、発信のための手段などを手に入れることができた。 

・これからのポスター作成や、発信の方法が身に付けられてよかった。 

 

総合的な学習の時間の読書活動につながる取組 

身に付けさせたい力 
〇資料から必要な情報を読み取る

力 

〇学習したことを自分達の生活に

生かす力 

〇学習に関連する資料を収集し、自

分の考えをまとめる力 

具体的な取組 
〇取材して、新たに気付いたことを

交流する。 

〇報告会等で発信することにより、

よりよい文章を書いたり、その

ために読書をしたりする。 

日々の読書活動等の取組 

身に付けさせたい力 
〇学習に関連する資料を収集し、自

分の考えを持って読む力 

〇具体的な目的意識をもって、関連

する本を多読する力 

具体的な取組 
〇報告会に向けて、全員がクラス内

での発表に取り組む。 

〇公共図書館において、報告会やフ

ォーラムを開催し、地域の方と

意見交流を行う。 

令和２年度 

4.2冊／人 
令和 3年度 

4.6冊／人 

令和４年度〔10月調査時現在〕 

6.5冊／人 

取
組
の
連
動 
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伊丹市立北中学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読書習慣を身に付けさせる取組 

「ことば蔵」へ行ってみよう！ 

《取組の流れ》 
〇校区内にある公共図書館の利用をすることで、普段から本が身近にある環境をつくる。 
〇様々な機会を通して、公共図書館を利用し、公共図書館に行くハードルを下げる。 

子 ど もの 変容と 課 題 

☛☛取組のポイント 

子どもの変容 

・地域の方々から見られる機会を設けたことにより、地域での過ごし方が変わっ

たり、挨拶を含め、これまでよりコミュニケーションを取ったりするようにな

った。 

課 題 

・学校図書館や公共図書館の利用者は増加傾向にあるものの、生徒の読書習慣の確

立のためには、読書活動に直結するような仕掛けが必要である。 

交流フロアの利用・企画 
 

ギャラリーでの学校 PR 

学校 

〇市民企画のイベント、中学生が参加で

きるものには積極的な参加を薦める。 

〇交流フロアの運営会議に教職員が参画

し、中学生の企画を持ち込む。 

〇ギャラリーを利用して、学校の PR を

積極的に行う。 
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伊丹市立北中学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜読んだ本の情報を整理するワークシート＞ 

（学習支援ソフト「School Takt」で配布・共有） 
 

１人１台端末を活用した読書活動 

１人１台端末を活用した読書感想文の取組 

《取組の概要》 

○読後にワークシートを使って、本の内容を整理し、まとめる。 

○感想文の段落の内容や構成を考え、柱立てをする。 

○感想文を書き、端末を経由して提出する。 

 

☛☛取組のポイント 

○本の内容をまとめる
項目は、各自で考え
るが、参考例を挙げ
ておき、生徒が目的
をもって読むための
手立てとする。 

○端末を活用すること
で、本の内容を視覚
的に整理するととも
に、感想文の文章に
も活用できる。 

一度まとめておけば、
感想文を書くときに、
再度、書き直す必要が
なくなる！ 

＜読書感想文の構成を考えるワークシート＞ 

（学習支援ソフト「School Takt」で配布・共有） 

 

☛☛取組のポイント 

○端末上で構成を考え、文
章を入力することで、段
落の順序の入れ替えや文
章の訂正が容易になる。 

・どの段落構成が一番
効果的か、並べ直し
ながら考えられる！ 

・書き直しがしやすい
ので自分でも簡単に
書ける！ 
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川西市立けやき坂小学校 

３年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

国語科での読書活動を生かした授業実践 

なるほど！ザ・ワールド ～本が教えてくれた「わかった」を交流しよう～ 
教材名：はじめて知ったことを知らせよう（光村図書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 本を読んで何かを知った時のこと
を思い出す。 

 ※読書を始める 
→読書活動推進教員が選んだ 
図鑑・科学読み物約 130 冊の中から 

 

２ 「初めて知ったこと」を知らせる
ときのポイントを押さえる。 

  →既習の「引用」を用いる。 
  →知らせたい箇所を見せて示す。 
  →簡単な発表メモを作る。 
 
３ 「初めて知ったこと」を伝え合う。 
  →聞いたことについて尋ねる。 

☛☛授業のポイント 
  
 

 

〇自分が選んだ本の魅力を伝えるためには、一番感
銘を受けた箇所に焦点を当て、絵や写真を示しな
がら効果的に伝えることが必要だと気付かせる。 

〇伝え合いを通じて他の児童が知らせる「なるほ
ど！」に触れ、さらにその内容について尋ねるこ
とで、自分が今まで読んだことがないジャンルの
本にも挑戦したいという意欲を喚起する。 

児童が読んだ図鑑・科学読み物 

・ほね 

・みえた！からだのなか 

・あっ、歯がはえてきた 

・タンポポずかん 

・ひまわり 

・恐竜     など 

《単元の目標》 

〇図鑑や科学読み物などの本の種類があることを知ったり、読書が、必要な知識や情

報を得ることに役立つことに気付いたりすることができる。  〔知識及び技能〕 

〇文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに違いがあ

ることに気付くことができる。          〔思考力、判断力、表現力等〕 

〇図鑑や科学読み物などの読書に親しみ、本を読んで驚いたり感心したりすることを

見付けたり、友達と共有したりしようとしている。 〔学びに向かう力、人間性等〕 

「なるほど！」の交流が読書の幅を広げる。 

このページを見てくだ
さい。私は、たった一
つのドングリが大きな
木に育つことに、すご
く驚きました。 

僕は、恐竜のことが知り
たくて読んでいると、大
昔の地球がとても暖かい
ところだったということ
が分かりました。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・○○さんがしょうかいしてくれた

「たんぽぽ」で、今まで花びらだと

思っていた黄色一枚一枚が花だとい

うところにおどろきました。ほかに

もそんな花があるのか知りたくなり

ました。 

・「へんな生き物図鑑」には、見た目が

同じなのにちがう仲間の生き物がい

ることが書いてあると○○さんが言

っていました。どんな生き物なの

か、読んでみたいなと思いました。

どうやって見分けるのかも不思議で

す。 

・物語の本が好きだから、こういう本

はほとんど読んだことがなかった。

でも、こんな分かることがいっぱい

ある本も面白いなと思った。 

国語科の読書活動 

身に付けさせたい力 
○登場人物等の叙述に注意して読

み、行動や気持ちを捉える力 

○本や文章などから、中心となる 

言語や文を見付ける力 

○図鑑などから情報を得て、分かっ

たことなどについて情報機器を

用いてプレゼンする力 

具体的な取組 
○知らせるために必要な情報の選

び方や、情報の示し方を学ぶ。 

○伝えたい内容に合わせて必要な

情報を選び出す。 

○自分が感じた本の面白さの見せ

方や伝え方を工夫し、交流する。 

日々の読書活動 

身に付けさせたい力 
○これまでの読書の中から紹介し

たい本を選ぶ力 

○本の魅力を伝えるためにどのよ

うな情報が必要かを考える力 

○伝えたい情報を選び、相手に伝わ

るように表現する力 

具体的な取組 
○教科書教材と同じテーマや作者

の本を並行読書する。 

○読書記録を振り返り、これまで読

んだことがないジャンルの本を

読む。 

読
書
活
動
の
連
動 

児童の発表メモ 

① 伝えたいことを箇

条書きにして発表

メモにまとめた。 

 

② 発表メモの必要が

ない項目について

は、×を入れるな

ど自己判断に任せ

た。 

② 

① 
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川西市立けやき坂小学校 

２年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どきどき わくわく まちたんけん 
教材名：どきどきわくわくまちたんけん（東京書籍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 自分達のまちについて話し合

い、学習計画を立てる。 

「けやき坂のまちにはどんなと

ころがあるのだろう？」 
 

２ 公共施設や商業施設について

調べる。 

【読書活動】 

  地域に現在ある施設や、あっ

たらいいなと思う施設について

本を活用して調べる。 
 

３ 公共施設・商業施設について

分かったことを伝え合う。 
 

４ けやき坂MAP を作る。 

☛☛授業のポイント 
  
 

 
○まちや公共・商業施設、植物などについて、取
り上げた図書等から情報が得られることに気付
かせることで、児童の学習意欲を高める。 

〇図書に掲載されている写真や説明、インタビュ
ー内容を身近な生活に結び付けて考えさせる。 

「読書」リスト 

・名人はっけん！まちたんけん 
・さがしてみよう！まちたんけん 
・学校のまわりの植物図鑑 

《単元の目標》 

○自分の身近な地域にはさまざまな場所があり、さまざまな人がいることに気付く

ことができる。                      〔知識及び技能〕 

○地域のさまざまな場所の利用経験を想起したり、訪れたりすることを通して身近

な地域の場所と自分との関わりを見付けることができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕 

○地域の場所と人に親しみを持ち、適切に接したり安全に気を付けて生活したりし

ようとしている。               〔学びに向かう力、人間性等〕 

体験活動では押さえきれない内容を、図書の活用で補う。 

他教科（国語科以外）での読書活動につながる授業実践 

生 活 科 

僕らのまち
にあるのは
…公園・公
民館・郵便
局・ミニコ
ープ！交番
や消防署が
ないのはな
んでかな？ 

本を使う
と、知りた
いことがす
ぐわかっ
た。しるし
をつけて、
何度も見直
せるように
したよ。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・本でしらべた図書かんのことと、中おう図書かんのし書さんから聞いたこと

で、同じことがいっぱいあったからびっくりした。 

・本でしらべたら、おまわりさんは、パトカーやバイクでパトロールしている

ことがわかりました。でも、なんでけやき坂にはこうばんがないのかふしぎ

です。 

・けやき坂には１９こも公園がありました。いろんな木や花がありました。名

前がわからないものを図書しつでしらべたら、わかりました。 

・図書かんのことをしらべたけど、本にはおみせとかものっていたから、つぎ

はおみせとかをしらべたいと思った。 

生活科の読書活動につながる取組 

身に付けさせたい力 
〇提示された図書資料から必要な

情報を探す力 

〇学習したことを自分達の生活に

結び付けて考える力 

具体的な取組 
〇まちや公共施設・商業施設につい

て書かれた図書資料を読んで分

かったこと、思ったことを書き

表す。 

〇自分達のまちの様子と図書資料

から得られた情報とを照らし合

わせ、実際にあるものやこれか

ら加わるといいものについて話

し合う。 

日々の読書活動等の取組 

身に付けさせたい力 
〇一人で本を読む力 

〇絵や文字であらわされた場面や

情景をイメージする力 

具体的な取組 
〇テーマ“わたしたちのまち”のブ

ックトークを聞く。 

・「わくわくどきどき まちたんけん  

図書かん 公みんかん じどうかん ほか」 

・「さがしてみよう！まちたんけん 3  

見つけたよ！おうだん歩道・しょうぼうや ほか」 

〇教員によって選書・配架された

“まち”に関する図書（３０冊程

度）を読む。 

取
組
の
連
動 
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川西市立けやき坂小学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 

読書習慣を身に付けさせる取組 

読書の輪よ、広がれ！「福ブックろ」＆カバーde しおり 

《取組の流れ》 
〇日ごろから、貸出処理の際に「今月は○冊借りていますよ」と一人一人に声をかけ
るように図書委員会で確認し活動する。 

〇イベント月の貸出冊数が５冊を超えた児童に対し、図書委員が表彰状と福引券を手
渡す。また、表彰された児童の一覧を図書室や各学年に掲示する。 

〇図書委員は、年度内に新しく入った本の中から自分たちが選書した本を包装・ナン
バリングしたり、それらのブックカバーでしおりを作成したりする。 

〇図書委員が福引イベントを運営。作成したブックカバーしおりは、福引イベント終
了後にイベント参加へのお礼を兼ねて各教室へ届けに行く。 

子 ど もの 変容と 課 題 

☛☛取組のポイント 

子どもの変容 

・「福ブックろの本が面白かった。いつもと違う棚の本も読んでみたくなった。」

と、新たなジャンルへ読書を広げようとする児童が増えた。 

課 題 

・日ごろから図書室への来室機会の少ない５・６年生に対しての手立てにはなり

得ていなかった。わずかな時間であっても高学年が通いたいと思える図書室づ

くりを検討していく必要がある。 

よく本を読む児童を紹介する 

「書評」を本に貼る 

 

〇図書委員の日ごろからの「今月○冊借りていますよ」の声
掛けだったり、多読している児童を紹介したりすることに
より、児童の自分自身の読書に対する関心を高める。 

〇よく読書する児童がつけた「書評」を表紙に
貼り付けて書架へ入れることで、その本への
興味付けを図る。 

〇本の感想等を伝え合うことの楽しさに気付か
せる。 

福引により読書の幅を広げる 

〇福引の景品を本の追加貸出しにすることで、図書室に入っ
て日が浅い本や日ごろあまり読まれていない本を紹介し、
児童の読書の幅を広げる。 
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川西市立けやき坂小学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

１人１台端末を活用した読書活動 

タブレットで広げる読書～ことばの面白さを共有しよう～ 

《取組の概要》 

○「多くの本に出合うには冊数や時間など制限がある」という課題を全体で確認

し、タブレットを活用して本の面白みに触れたり共有したりすることを目的に学

習計画を立てる。 

○「ことばの面白さ」というテーマの下、反復・韻を踏むなどの作品に施された技

巧に限らず、レイアウトや挿絵に表された本ならではの工夫も含め、児童自らが

過去の読書履歴を遡ったり、該当の書架から選び出したりして選書する。 

○「ことばの面白さ」を表した本の１ページをタブレットに記録しプレゼンする。 

☛☛取組のポイント 

○「ことば」というテーマに沿っ
て、既習の日本十進分類表や図
書ラベルの知識を活用して選書
していく。「ことばの面白さ」に
出合った際には、どんどんタブ
レットに記録を残すことで、遡
って読み返したり比較したりし
やすくなる。 

☛☛取組のポイント 

○個々のタブレットに発表者の情
報を送るのではなく、大画面に
映し出し互いに顔を見合いなが
ら伝え合う。タブレットはツー
ルであり、個々の活動に終始し
てしまわないように意識して活
用する。 

自分が選んだ「ことばの面白さ」が表れている

１ページをプレゼンする児童の様子 

 

ことばの面白さにあふれた本を、友達と協力 

してタブレットに記録している児童の様子 

 

本だと小さくてみんなには見えづら
かったり、直接書き込むことができ
なかったりするけれど、タブレット
だとそれらの問題が解決します。 

協力して記録し合う際に、友達が選
んだ１冊を交換し、手にしてゆっく
りと読む機会も生まれました。 
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加古川市立加古川小学校 

５年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

お世界 

 

 

 

でで館や 

 

 

 

 

 

 

 

国語科での読書活動を生かした授業実践 

作家に着目して読み広げ、本を紹介しよう。 
教材名：カレーライス（光村図書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 学習計画を立て、学習の見通し

をもつ。（並行読書の開始） 

 ・様々な作家とその作品を知る。 

２ 「カレーライス」を読んで感想

を出し合い、作家や作品の魅力に

ついて話し合う。 

３ 作者に着目したポップやそれに

添えるキャッチコピーの書き方を

確かめる。 

 ・「カレーライス」で試作。 

４ 自分が選んだ作家をもとに本を

決め、ポップを書く。 

５ ポップを読み合って、友達と感

想を伝え合う。 

☛☛授業のポイント 
  
 
 

〇学年で作家を意識して読む児童は２％に過ぎなかった。
単元の導入にあたってまず自分達が知っている作家をた
ずね、おすすめの作家を紹介した。できるだけ多くの作
品を紹介し、読んでみたくなる仕掛けを行った。 

〇長い作品を自分で読みこなせない児童もいる。そこで朝
読の時間に重松清の短編集を担任が読んでいった。読ん
でもらうことで内容が分かり関心をもつことができた。
また、作家の魅力にも気付けるようになっていった。 

《単元の目標》 

〇日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを広げることに役立つことに気付くこ

とができる。                        〔知識及び技能〕 

〇文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをポップにまとめることができ

る。                      〔思考力、判断力、表現カ等〕 

〇文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考えを広げようとしている。 

〔学びに向かう力、人間性等〕 

作家を意識して読み広げるには、どうすればよいか。 
紹介した作家 
・重松清     ・富安陽子 
・さくらももこ  ・角野栄子 
・岡田淳     ・宗田理 
・斉藤洋     ・斉藤倫 
・令状ヒロ子  ・廣嶋玲子 
・茂市久美子 
・今森光彦 
・上橋菜穂子 
・ヨシタケシンスケ 
  

《ムーブノートで
各自がキャッチコ
ピーを作成》 
作者の重松清さん
が「カレーライス」
で一番伝えたいこ
とを、ぱっと印象
づける言葉はなん
だろう。 

《仕上がったポップ》 

一人の作家で複数の作

品を読んだ後、ポップ

を作成しました。作家

の特徴を捉え、友達が

興味をもってくれる工

夫をしています。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・今まであまり作家を選んで本を読んだことはなく、誰が書いたかなど気にしま

せんでした。重松清さんの作品は、自分にもありそうなふつうのできごとが書

かれていて、結末を読者に考えさせるようなものが多く、同じ重松さんの本を

もっと読んでみたいなと思いました。 

・私が好きな作家は茂市久美子さんです。茂市さんの作品は想像を広げるような

本がたくさんあるので好きになりました。作家で本を選ぶと、本が苦手な人で

も「この本なら読める！」と思って好きになるのではないかと思います。 

国語科の読書活動 

身に付けさせたい力 
〇主人公と自分を重ねながら心情

を理解し、その変化を捉える力 

〇重松清らしい作風や表現の仕方

を、作家の魅力として捉える力 

〇作家の特徴や世界観を読書によ

って感じ取り、その魅力を端的な

表現で伝える力 

具体的な取組 
〇重松清の短編を、朝読の時間を活用して

複数紹介し、作風をつかみやすくする。 

〇端的に相手に伝える方法として、キ

ャッチコピーを紹介し、魅力を表す

言葉をつかみ、書き方を学ぶ。 

〇本の魅力を伝えるための表現方法を

工夫し、交流することで、それぞれ

の感じ方や違いを認め合う。 

日々の読書活動 

身に付けさせたい力 
〇作家で本を読むという、新たな本

の選び方の視点をもつこと 

〇同じ作家の作品を数冊選び、最後

まで読み抜こうとする力 

〇様々なジャンルの作品や作家に

関心をもち、読書の幅を広げよう

とする力 

具体的な取組 
〇学年のチャレンジブックリスト

におすすめ作家の作品を選ぶ。 

〇１４人の作家を選び、作家ごとに

作品をブックトークする。 

〇学年のブックトラックに紹介し

た本を置き、朝読などいつでも

読めるようにする。 

何をもとに本を選びますか（R４.７月） 

題名 ６１％ 

さし絵やその量 １７％ 

文字の大きさやページ数 １１％ 

すすめられて（紹介文） ９％ 

作家  ２％ 

作家で選ばない理由として、「作家など意識 

したことはない」という意見が多かった。 

何をもとに本を選びますか（R4.11 月） 

題名 ４５％ 

さし絵やその量 ２２％ 

作家 １８％ 

文字の大きさやページ数 ８％ 

すすめられて（紹介文） ７％ 

授業をきっかけに、作家で読むことがある、 

作家が気になる児童は 18％となった。 

読
書
活
動
の
連
動 

24 



                 

加古川市立加古川小学校 

６年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちの平和宣言をつくろう 
―平和な未来をつくるために、わたしたちにできること― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 平和について調べる 

【読書活動】 

世界を取り巻く様々な課題を調べ、平和

なくらしとは何かを考え、世界の現状に目

を向ける。 

２ 修学旅行で訪れたい戦争遺構を調べる 

 【読書活動】 

  様々な資料をもとに訪れたい場所につい

て調べることで主体的な学びにつなげる。 

３ 「私の平和宣言」をつくる 

  学んだことを生かし宣言文にまとめる。 

４ 平和をつなぐ 

  一年間の学びを発信する。 

☛☛授業のポイント 
  
 
 
〇戦争や環境、貧困など平和を広義でとらえ、様々
な資料を提示することで主体的に学べる環境を整
える。 

○大きなテーマであるからこそ漠然としたものでは
なく、加古川市もかつて戦争の時代があったこと
や全国の 10 代が取り組む平和活動を参考にしなが
ら、自分の平和宣言につなぐ。 

「読書」リスト 

・ヒロシマ消えた家族 

・ヒロシマを残す 

・戦争体験を「語り」・「継ぐ」 

・聞かせて、おじいちゃん 

《児童のワークシート》 

原爆ドームの資料には、保存反対の意見

もあったことやある日記がきっかけで保

存運動が始まったことなどを丁寧に書き

込んでいます。 

《単元の目標》 
○日本の歴史から戦争について学び、平和な国や世界をつくるためにどのような取り組
みを行ってきたかを調べる学習を通して、平和への理解を深めることができる。 

〔知識及び技能〕 

○平和への学びを通して、安心してくらせる平和な世界をつくるために、未来に向けて
自分たちにできることを考え発信することができる。 〔思考力、判断力、表現カ等〕 

○様々な戦争資料に触れ、広島を訪れて体験したことを重ね、過ちを繰り返さぬ平和な
世界をつくるために意欲的に追究しようとする。   〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

戦争や世界の課題を自ら追究することで主体性をもたせる。 

他教科（国語科以外）での読書活動につながる授業実践 

総合的な学習の時間 

平和学習に
関する資料
が学年の廊
下に置いて
あるので、
使いたい時
にすぐに利
用できまし
た。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・平和学習をしてきて、僕は平和に対する思いが変わりました。広島に行くために調

べ、訪れたことで戦争の恐ろしさや平和の大切さがわかりました。特に平和には戦争

や人権も含まれていて、そのすべての観点に目を向けないと本当の戦争がわからない

と思いました。 

・私は一学期から主に平和について調べ学習を行いました。実際に訪れて、あちこちに飾ってあ

る千羽鶴は人々の思いの結晶だと思いました。平和記念資料館の見学や語り部さんのお話を

通して、何も悪くない人々が一番犠牲になったとわかりました。 

総合的な学習の時間の読書活動につながる取組  

身に付けさせたい力 
〇平和・戦争に関する情報を主体的

に収集できる力 

〇資料をもとに、必要な情報を取り

出して活用する力 

〇本や資料から自分の考えをもち、

さらにその考えを深める力 

具体的な取組 
〇SDGｓや広島の資料から、調べた

いことに活かせる資料を集める。 

〇修学旅行で訪れた場所や語り部の

方の話から、体験によって自分の

考えがどう変化したかに気付き、

まとめることができる。 

〇平和宣言に向けた自分の考えや行

動を読書によってさらに深める。 

日々の読書活動等の取組 

身に付けさせたい力 
〇自分が調べたい内容について、

様々な資料を収集したり、それら

を使って調べたりまとめたりする

力 

○資料から情報を得るだけでなく、

それらを関連させ自分の考えを補

うことができる力 

 

具体的な取組 
〇SDGｓ（環境、貧困、ジェンダー

等）や平和につながる多くの資料

を読み、多様な視点をもつ。 

○平和宣言が形式的なものに終わらな

いよう、様々な学校が取り組む具

体的な行動が掲載されている本を

読み、自分ができることを考える

参考とする。 

① 戦争・平和に関心があり調べたり

本を読んだりしたことがあった。 

② 関心はあったが調べたり本を読ん

だりしたことはない。 

③ 特に関心はない。 

★事前調査では、①は１９％であった 

修学旅行で見たり聞いたりしたこと

は、調べたこと以上によかった 
９８％ 

本やネットで調べたことが役立った ９７％ 

もっと平和や戦争についての本を読

んでみたいと思った 
８２％ 

調べ学習が有意義であり、現地での体験

がそれを上回ったことが探究学習を価値

付けている。 （2022.11 アンケートより） 

 

取
組
の
連
動 
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加古川市立加古川小学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読書習慣を身に付けさせる取組 

図書ボランティアによる「第６回ブックフェア」 

《取組の流れ》 
〇読書週間の時期に合わせ、11 月の１か月間で自分が挑戦する読書の目標を設定す
る。（例：１か月で 15 冊の絵本を読むなど） 

〇読んだ本をカードに記入していき、目標が達成出来たら、プレゼント交換日に、図書

ボランティアさん手作りのプレゼントと交換してもらえる。 

子 ど もの 変容と 課 題 

☛☛取組のポイント 

子どもの変容 

・この活動は６回目となる。毎回手作りのプレゼントを心待ちにする児童も多く、に

ぎわう１か月となる。今年は児童自らが設定した目標に挑戦となった。読書が苦手

な児童も大好きな児童も、みんなが参加でき、どうせ無理だからと関心をもてなか

った児童も、進んで借りに来る回数が増えた。今年はボランティアさんによる広報

活動も活発で、家庭でも話題にしていただくことができた。 

課 題 

・委員会で行うスタンプラリーでも同様であるが、その期間を過ぎると急に貸し出し

が減ってしまう。プレゼントが目標になるだけでなく、自分で決めた読書目標が達

成できたことを十分に認め、そこから読書への興味関心に引き込むことが大切だと

感じる。 

 

 

自分で目標を立てる 

 

保護者との連携 

〇過去５年間は、学年の教員に達成目標を設定してもらっ
ていた（例：高学年 小説６冊など）が、高学年では最
初から読むのは無理だと諦め、まったく参加しない児童
もいたので、今年度から自分の目標を達成することとし
た。６年生なら、例えば「ハリーポッター３巻まで読
む」でも構わない。誰もが自分の目標に挑戦し、読むこ
との楽しさを重視することとした。 

〇低学年は、おうちの人と一緒に読んでもいいことにした。
加古川市が提唱している「家読（うちどく）」を本校でも
呼びかけており、家でも一緒に読んだり、本を選んでもら
ったりすることで、家庭の話題にしてほしいと考えた。 
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加古川市立加古川小学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

各自の端末に、読書記録を書き込む児童の
様子 
 

１人１台端末を活用した読書活動 

読書手帳を電子化し、Mｙ読書手帳をつくる 

《取組の概要》 

〇手書きの読書手帳を、ICT サポーターとともに電子化することで簡素化し、読書

記録を残し、読んだ本を集める楽しさをもたせる。 

〇各自の端末に配布された読書手帳をもとに自由に記入する。手帳の内容は、題名

と日付、読んだ本の画像と“いいねポイント”をスタンプで表示する。感想を書

きたい児童は、自由に記入できるようにする。高学年は著者名も付け加えた。 

〇月に一度、作成している手帳を提出したり、友達同士で見せ合ったりして、本の

情報を共有し合う。 

☛☛取組のポイント 

〇手書きが苦手な児童も、写真を撮っ
て、スタンプだけで簡単にコレクシ
ョンが増える。逆にコメントも書き
たい児童は、書く欄を広げるなど、
自由にカスタマイズできるようにす
る。３年生以上はスプレッドシー
ト、低学年はスカイメニューの発表
ノートで作成した。 

 

友達と読書手帳を見せ合い、お互いに読
んだ本を紹介している様子 

☛☛取組のポイント 

〇電子化すると本の画像（表紙画の
み）を記録できるため、残す楽し
みが増える。それらを互いに見せ
合うことで対話が生まれ、本への
興味が高まり、読書の広がりが期
待できる。 

友達に、読書手帳を見せてもらいま
した。もう 17 冊も残していて、お
どろきました。「いいね」スタンプ
が５つついている本があって、わた
しも読みたくなりました。 

この本は、とってもおもしろかったの
で、「いいね」を最高の５つにしよう！ 
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播磨町立蓮池小学校 

5 年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科での読書活動を生かした授業実践 

友達とビブリオバトルをしよう 
教材名：この本、おすすめします（光村図書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ ビブリオバトルについて知る。 

※動画でビブリオバトルを視聴する 

※選書を始める 

 

２ ビブリオバトルに使う本を読む。 

   ※伝えたいことを下書きする 

 

３ ビブリオバトルの原稿を作成する。 

 

４ ビブリオバトルの練習をする。 

 

５ ビブリオバトルで本を紹介し合う。 

   ※チャンプ本を決める 

☛☛授業のポイント 
  
 

 
〇ビブリオバトルで本の魅力を伝えるためには、時
間を意識し、自分が面白いと思ったことを中心に
原稿を作成するとよいことに気付かせる。 

〇他の児童が紹介した本をもとに、それぞれの児童
が今まで読んだことがないジャンルの本にも興味
を持てるようにする。 

ビブリオバトルに使用

した本の例 

・星を追う子ども 

・ハリーポッターと賢

者の石 

・フラッシュメモリの

ひみつ 

・ 

《単元の目標》 

○目的や意図に応じて、感じたことや考えたことなどから書くことを選び、集めた材

料を分類したり関係づけたりして、伝えたいことを明確にすることができる。 

                              〔知識及び技能〕 

○目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意

見を区別して書くなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することがで

きる。      〔思考力、判断力、表現力等〕 

○文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見つけようとして

いる。      〔学びに向かう力・人間性等〕 

ビブリオバトルで読書の幅を広げる 

「絵はないけ
ど、だからこ
そ、自分の好
きなように想
像してでき
る。」というの
がすごく共感
できました。 

自分でもこの
本を紹介でき
てよかったと
思いました。
またやりたい
です。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・みんな楽しい本を紹介してくれたので、飽きずに聞けました。僕は、科学の
漫画や本しか読みませんが、友達の発表を聞いて、怖い本も読んでみたくな
りました。ビブリオバトル、面白かったです。 

国語科の読書活動 

身に付けさせたい力 
○登場人物等の描写に注意して読

み、文章に表れているものの見方

や考え方を捉える力 

○本や文章などから目的に応じて

必要な情報を読み取る力 

○紹介したい本のビブリオバトル

を行い、本の魅力を表現する力 

具体的な取組 
〇作品のテーマや作者が伝えたい

ことの読み取り方を学ぶ。 

〇伝えたい内容に合わせて必要な

情報を整理する。 

〇本の魅力を伝えるための表現を

工夫し、交流する。 

日々の読書活動 

身に付けさせたい力 
○これまでの読書の中から紹介し

たい本を選ぶ力 

〇本の魅力を伝えるためにどのよ

うな情報が必要かを考える力 

〇伝えたい情報を選び、相手に伝わ

るように表現する力 

具体的な取組 
〇教科書教材と同じテーマや作者

の本を並行読書する。 

〇読書記録を振り返り、これまで読

んだことがないジャンルの本を

読む。 

読
書
活
動
の
連
動 

＜共起ネットワークからの分析＞ 
単元冒頭では「凄い」という単語が出てくる等、まだ「ビブリオバトル」を自
分事と捉えていない状況が読み取れるが、単元終末では、「本」と「ビブリオバ
トル」が密接に関わっており、その周囲には「楽しい」、「面白い」、「好き」等
の肯定的な単語が配置されている。 

■ビブリオバトルの動画視聴後（単元冒頭） ■ビブリオバトル実施後（単元終末） 
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播磨町立蓮池小学校 

6 年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦争について知り、平和の尊さについて考えよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 語り部の話を聴
く。 

 
２ 修学旅行で広島市
の平和記念公園を訪
れる。 

 
３ 戦争に関する本を
読む。【読書活動】 

 
４ 知ったことや考え
たことを、スライド
にまとめる。 

 
5 まとめたことを発
表する。 

☛☛授業のポイント 
  
 

 
○教科書以外の本等から新しい情報が得られること
に気付かせることで、子どもの学習意欲を高め
る。 

〇教科書以外の本等で見付けた情報のおかげで、よ
り深く考えることができることに気付かせる。 

「読書」リスト 

・戦争とくらし百科 

・戦争とくらし 

・わたしたちの戦争体験 

《単元の目標》 
○日中戦争や我が国に関わる第二次世界大戦などを手掛かりに、我が国と中国との戦
いが全面化したことや、連合国との戦いによる敗戦、広島・長崎への原爆投下など
大きな被害を受けたことなどを理解できる。        〔知識及び技能〕 

○我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、代表的な文化遺産に着目し
て、地図や年表などの資料で調べたり聞いたりして、我が国の政治や国民生活が大
きく変わったことを考え、表現できる。  〔思考力、判断力、表現カ等〕 

○主体的に学習問題を追及・解決しようとする。 
〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

学習に沿って効果的に本を活用し、学習理解を深める 

他教科（国語科以外）での読書活動につながる授業実践 

総合的な学習の時間 

私達がこのスライド
を作ってみて、やっ
ぱり一人一人の命、
心を大切にしていか
ないといけないと思
いました。人の命は
価値にはできないも
のです。 

私達が学んだことは、3つ
あります。1 つめは戦争と
いう過ちを二度と繰り返し
てはいけないことです。2
つめは戦争のない世界を作
るのは私達だということで
す。3つめは戦争は多くの
人にとって大きな悲しみを
あたえることです。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・学習をして、私達にできることは、次の世代へと戦争や原爆についてのこと

を語り継いでいき、平和のバトンをつなぐということではないでしょうか。 

・私達にできることは人との関わりを増やし、いろいろな人に優しくすること

だと私達は考えました。 

・私達は国を動かすほどの権力はないけれど、一人一人が戦争がなくなります

ようにと願うことが大切だと思いました。 

総合的な学習の時間の読書活動につながる取組 

身に付けさせたい力 
〇資料から必要な情報を読み取る

力 

○学習したことを自分達の生活に

生かす力 

〇学習に関連する資料を収集し、自

分の考えをまとめる力 

具体的な取組 
〇本を読んで分かったこと、思った

ことをまとめる。 

〇社会科の教科書と本の内容とを

照らし合わせながら学習を進

め、平和の尊さについて深く読

み取る。 

日々の読書活動等の取組 

身に付けさせたい力 
〇学習に関連する資料を収集し、自

分の考えを持って読む力 

○具体的な目的意識をもって、関連

する本を多読する力 

 

具体的な取組 
○戦争や平和について書いた本を

読み、考えを深める。 

取
組
の
連
動 

平和学習の様子 関連する本をまとめて配架 
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播磨町立蓮池小学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読書習慣を身に付けさせる取組 

先生からのおすすめ本を読みすすめよう 

《取組の流れ》 

〇教職員が読んだ本のおすすめポイントを掲載し、本の帯のようにして提示する。 

〇児童が図書の時間や休み時間に掲示物を目にすることで、読書のきっかけとなるよ

うにする。 

〇読書に関するアンケートをとる。 

子 ど もの 変容と 課 題 

☛☛取組のポイント 

子どもの変容 

・「先生が紹介していた本を、読んでみたい」と声をかける児童や、友達同士で本

について話す児童が増えた。 

課 題 

・続けていると関心が薄れるので、読書活動推進教員や担任から「読書の木」に

ついて話題を出し、活動の活性化を図る必要があった。 

読んだ本を紹介する 
 

図書室に掲示する 
 

〇教職員が本を読んでいる姿を見せるこ
とで、子どもにも興味を持たせ、読書
のきっかけとなるようにする。 

〇教職員が紹介した本を紹介し、興味が
あれば読んでみるように伝え、読書の
幅が広がるように支援する。 
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播磨町立蓮池小学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

読み聞かせ動画を撮影する図書委員会の児童

の様子 

 

１人１台端末を活用した読書活動 

読み聞かせ動画の作成 

《取組の概要》 

○図書委員会が作成した読み聞かせ動画を、給食の時間にクラスのテレビで見るこ
とができるようにする。 

○低学年から高学年まで親しめるような本を選書し、読み聞かせの練習をしてビデ
オ撮りする。動画の作成は、タブレット端末の編集ソフトを用いて、図書委員会
自らで行う。 

○読み聞かせ動画の作成は図書委員会の活動として計画的に進める。 

☛☛取組のポイント 

○読み聞かせの内容は図書室の本
を中心に選定し、低学年向けの
ものから高学年向けのものまで
バランスよく選書していく。 

読み聞かせ動画を編集する図書委員会の子どもの

様子 

 

☛☛取組のポイント 

○図書委員会で過去の動画の出来
栄えを分析し、次の動画を作成
する際には、どの学年にも見や
すい動画になるように取り組
む。 

やっぱり高学年のお兄さんやお姉さ
んは読むのがうまいなぁ。そして、
いろいろなお話があるんだな。 

動画作成は、相手に内容を伝えや
すく、見た人の評価も高いものを
作るんだ！ 
私もチャレンジしてみよう！ 
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三木市立三木東中学校 

２年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科での読書活動を生かした授業実践 

本の紹介合戦をしよう  教材名：読書を楽しむ（光村図書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 自分がこれまで読んだ

本の中から紹介したい本

を決めておく。 

 

２ ４～５枚以内のスライ

ドを準備する。 

 

３ 班で発表し合う。 

 

４ クラスの代表を決め、

代表はお昼の放送で全校

生徒に本を紹介する。 

 

☛☛授業のポイント 
  
 

 
〇限られたスライドの枚数で本の魅力を伝えるため
には、情報を厳選し、紹介の仕方を工夫する必要
があることに気付かせる。 

〇生徒が紹介した本を全校生徒にも紹介し、今まで
読んだことのないジャンルの本にも挑戦するよう
に促す。 

選ばれた本のリスト 

・Wonder 

・ゴールデンスランバー 

・星の王子さま 

        など 

《単元の目標》 

〇本や文章などには、さまざまな立場や考え方が書かれていることを知り、自分の考

えを広げたり深めたりすることができる。      〔知識及び技能〕 

〇スライドづくりを通して、本を読み考えたことなどを伝え合う力を高め、自分の考

えを確かなものにすることができる。  〔思考力、判断力、表現カ等〕 

〇言葉がもつ価値を認識するとともに、進んで読書をし、思いや考えを伝え合おうと

している。      〔学びに向かう力、人間性等〕 

本の紹介を通して読書の幅が広がる 

友だちに自分の
お気に入りの本
の魅力を伝える
ために、効果的
な紹介の仕方を
考えました。 

全校生徒に自分
のオススメの本
を知ってもらう
ために文章を何
度も考えまし
た。読み方も工
夫しました。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・友達の紹介を聞いて、自分がこれまで読んでこなかった本を知ることができ

た。新しいジャンルに挑戦したいと思う。 

・スライドにまとめるのは難しかったけど、自分が友達に知ってもらいたいセリ

フを選んだり読んだりして、友達に興味をもってもらえるように工夫ができ

た。 

・友達が好きな本を知ることができてよかった。本について話したいと思う。 

国語科の読書活動 

身に付けさせたい力 
○登場人物等の描写に注意して読

み、文章に表れているものの見方

や考え方を捉える力 

○作者が表現したい内容を読み取

る力 

○紹介したい本のスライドを作り、

本の魅力を表現する力 

具体的な取組 
○作品のテーマや作者が伝えたい

ことの読み取り方を学ぶ。 

○伝えたい内容に合わせて必要な

情報を整理する。 

○本の魅力を伝えるための表現を

工夫し、交流する。 

日々の読書活動 

身に付けさせたい力 
○これまでの読書の中から紹介し

たい本を選ぶ力 

○本の魅力を伝えるためにどのよ

うな情報が必要かを考える力 

○伝えたい情報を選び、相手に伝わ

るように表現する力 

具体的な取組 
○読書記録をつけ、自分の読書の傾

向を知る。 

○朝の放送朗読により、様々なジャ

ンルの本を知り、読書の幅を広

げる。 

○図書室の利用を増やす。 

R３．４月から読書活動の推進を開始 

 

読
書
活
動
の
連
動 
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三木市立三木東中学校 

３年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多読で英語の力を伸ばす 
教材名：Graded Readers  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 様々な難易度の英語の絵本

を用意しておく。 

 

２ ＡＬＴに絵本の朗読をして

もらい、タブレット端末にデ

ータを保存し、生徒が聞くこ

とができるようにしておく。 

 

３ 生徒自身が自分の難易度に

合った絵本を選び、朗読を聞

く。 

   【読書活動】 

４ 読書カードと振り返りシー

トに記入する。 

☛☛授業のポイント 
  
 

 
〇自分に合わないものは途中でやめてよい。読む楽
しさと達成感を感じさせる。 

〇難易度の基準はスラスラ読める内容の本を選ぶこ
と。多読になるように大量のインプットができる
ようにする。 

「読書」リスト 

・STAGE 1 FIRST 

WORDS PACK 

         など 

ALT の朗読を聞
く。聞き取りにく
かったところは
何度も聞き直す
ことができる。 

《単元の目標》 

〇目と耳から質の高いインプットを大量に受けることで４技能の力を伸ばす。 

  〔知識及び技能〕 

〇英語のリスニングを聞き、発音や抑揚等、英語での表現の仕方を知り、スピーキン

グに生かすことができる。    〔思考力、判断力、表現カ等〕 

〇難しい絵本に挑戦し、英語力向上のために積極的に読書に取り組もうとする。 

〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

自分の興味と難易度に合った本を自分で選ばせる 

他教科（国語科以外）での読書活動につながる授業実践 

英 語 科 

様々な難易度の
英語の絵本。生
徒は自分の難易
度に合った本を
自由に選ぶこと
ができる。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・英語の長文は苦手だったけれど、たくさんの文章を読むことで、文章量に怯

むことなく読むことができるようになった。 

・同じ単語でもちがう文章に出合うことで英単語のニュアンスの違いに気付け

るようになった。 

・最初は本を読むのが嫌だったけど、英語の本を読めるようになったのが嬉し

くて、読書活動が楽しみになった。 

英語科の読書活動につながる取組 

身に付けさせたい力 
〇長文の読解力 

〇大量の英語の文章に触れ、文法、

スペリング、文章構成を正しく書

く力 

〇正しい発音を聞き取り、正しい発

音を使う力 

具体的な取組 
〇たくさんの英語の文章に触れる。 

〇ネイティブの発音を聞き、正しい

発音を聞き取る。 

〇絵本を自分で選び、自分の英語の

レベルの高まりを知る。 

日々の読書活動等の取組 

身に付けさせたい力 
〇教科書以外の本に触れ、様々な考

え方やものの見方があることを

知る 

〇積極的に読書し、自ら知識を得よ

うと行動する力 

 

具体的な取組 
〇英語で書かれた絵本を読むこ

とを通して、多様なものの見方

に触れる。 

 

取
組
の
連
動 

記録から生徒が読書活動を通して、 
英語の文章への学びが深まっているこ
とがうかがえる。 
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三木市立三木東中学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読書習慣を身に付けさせる取組 

色々な方法で朝の読書を楽しむ 

《取組の流れ》 
〇毎朝８：25～８：35 に全校生で一斉に読書に取り組む。 
〇学習文化委員が選んだ学級文庫か自分で持ってきた本を読む。 
〇いつもの読書に加え「放送朗読」「教員による絵本の朗読」「図書室での読書」など
様々な方法で朝の読書を楽しめるよう計画を立て、実施する。 

〇朗読した本や関連する本の紹介を玄関前と図書室前で行い、生徒が本を身近に感じ
られる機会を増やす。 

 

子 ど もの 変容と 課 題 

☛☛取組のポイント 

子どもの変容 

・「普段読まない絵本を久しぶりに読んでみたい」と感想に書いた生徒が多くい

た。また、紹介した絵本を手にとり、読んでいる生徒の姿も見られた。 

課 題 

・放送朗読や絵本の朗読を通して読書が楽しいと感じた生徒は多くいたが、普段

の朝の読書で読書が苦手な生徒に対して何か支援する方法を考えられたらと思

う。 

毎朝決まった時間に取り組むことで習慣化する 

様々な読書の楽しみ方を提案する 

〇読書をすることが当たり前になるように習慣
付ける。 

〇様々なジャンルの本を月に一度放送で朗読す
るなどして、生徒の読書の幅が広がるように
支援する。 

〇放送朗読や教職員による絵本の朗読などで、
読書の苦手な生徒が読書の楽しさに気付ける
ように工夫する。 
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三木市立三木東中学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

国語科の授業で動画を参考にして登場人物の言

動を推測している生徒の様子 

 

１人１台端末を活用した読書活動 

映像を通してストーリーを作ろう！ 

《取組の概要》 

○ＴＶの「めざましテレビ」のテーマである「もう少しだけ」（ＹＯＡＳＯＢＩ）の 

 ビデオを見る。 

○登場人物３人の行動や気持ちを考える。 

○班で話し合い、自分達のストーリーを作り、学級で発表する。 

○歌の原作である小説「めぐる」を読んで、自分たちの創作と比較する。 

 

☛☛取組のポイント 

○「もう少しだけ」のミュージック

ビデオを繰り返し、視聴する。 

○その際、３人の人物に、それぞれ

焦点を当てて、行動や思いを読み

取るようにする。 

 ☛☛取組のポイント 

○Teams にあげたワードにそれ

ぞれが読み取った（推測した）

言動を記入していく。 

○班毎に誰の記述が良いか取捨選

択や加筆をしていく。 

１場面につき２班が創作活動を行
い、両方の班の動画を比較するこ
とで、より良いものをつくりあげ
ていく。 

同じシーンを何度も見て、行動
や心理・発言内容を推測する。 
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姫路市立城東小学校 

２年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国語科での読書活動を生かした授業実践 

お気に入りの本をしょうかいしよう 
教材名：ミリーのぼうし（光村図書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 「先生おすすめの本」の味見読

書をする。 

 

２ 「ミリーのすてきなぼうし」の

読み聞かせを聞く。 

※紹介を聞いてから読み聞かせて 

もらい、感想を共有する。 

 

３ 紹介したいと思う本を選ぶ。 

 

４ 紹介メモを書く。 

  

５ 友達と本の紹介をし合う。 

☛☛授業のポイント 
  
 

 
〇読み聞かせの後は毎回本の感想を交流し、それ
ぞれ違った感想や捉え方があることを知り、本
のよさや物語のおもしろさに気付かせる。 

〇味見読書や友達が紹介する本に興味をもち、読
書の幅を広げる。普段手に取らなかった本に関
心を持たせる。 

「並行読書」リスト 

・きたむらさとしさんの本 

（ミリーのすてきなぼうしの作者） 

・あまがえるりょこうしゃ      
 

など 

《単元の目標》 

〇読書に親しみ、いろいろな本があることを知ることができる。                  

〔知識及び技能〕 

〇文章を読んで感じたことや分かったことを共有することができる。          

〔思考力、判断力、表現カ等〕 

〇進んで読書に親しみ、学習課題に沿ってお気に入りの本を紹介しようとしている。                      

〔学びに向かう力、人間性等〕 

本のよさに気付き、読書の幅を広げる。 

味見読書（本の
はじめの部分を
3 分間読む）を
数冊行い、続き
を読みたくなっ
た本を選んでい
ます。 

本を紹介する手
本を読み聞かせ
の度に教員が示
し、「自分もやっ
てみたい」とい
う意欲を高める
ようにします。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・味見読書をして、読んでみたい本が見つかりました。 

・図書室にはまだ読んでいない本がたくさんあると分かりました。 

・ミリーのすてきなぼうしをおうちの人に紹介したいです。 

・友だちが紹介した本を読んでみると、本当におもしろかったです。 

・友だちが私の本の紹介をしっかり聞いてくれてうれしかったです。 

国語科の読書活動 

身に付けさせたい力 
〇場面の様子に着目し、登場人物の

行動を具体的に想像する力 

〇物語のあらすじや登場人物の行

動を文章にまとめたり、感想を述

べたりする力 

〇文章を読んで感じたことや分か

ったことを共有し、感じ方や考え

方を認め合う力 

 

具体的な取組 
〇場面の様子や登場人物の気持ち

を交流し、読み取り方を学ぶ。 

〇文章の内容と自分の体験とを結

び付けて感想をもたせる。 

〇読書記録や味見読書から自分の

読書生活を見つめたり、多様な

読書活動を体験したりする。 

 

日々の読書活動 

身に付けさせたい力 
〇これまでの読書の中から紹介し

たい本を選ぶ力 

〇あらすじを簡単にまとめる力 

〇本を読んで感じたことや考えた

ことを共有する力 

〇幅広く読書する力 

 

具体的な取組 
〇読書記録に簡単に感想を書いた

りあらすじをまとめたりする。 

〇ブックトークで感想を共有する。 

〇味見読書等を行い、読書の幅を広

げる工夫をする。 

〇教科書教材と同じテーマや作者

の本を並行読書する。 

 

アンケート結果（R４．２月） 

「読書について思うことを自由に書

きましょう」 

→簡潔な内容が目立った。 

〈特に多かった記述〉 

・楽しい。 

・おもしろい。 

・読書は好きです。 

・おもしろい本はどこにありますか。 

アンケート結果（R４．１１月） 

「読書について思うことを自由に書

きましょう」 

→読書の豊かさに気付いた回答が増

えた。 

・想像すると楽しい。 

・おもしろい本を見付けられたらうれ

しい。 

・自分が本の世界に入ったかのように

思える。 

・読んだことのない本を読んでみると

おもしろかった。 

 

読
書
活
動
の
連
動 
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姫路市立城東小学校 

６年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

持続可能な社会を生きる 
教材名：持続可能な社会を生きる（開隆堂） 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 教科書を読み、生活が環境に

与える影響について知る。 
 

２ SDGｓの『海』に関する新

聞記事を読み、感想や生活の中

から自分たちができることにつ

いて話し合う。 

【読書活動】 

  新聞記事を読み、身近に起き

ていることを知る。 
 

３ 知りたい事象を整理し、テー

マを決めて調べ、発表する。 

【読書活動】 

  本を読み、知識を深める。 

☛☛授業のポイント 
  
 

 
○導入において新聞記事から学習に入っていくと、
児童の興味関心が高まり、実際に世の中で起こっ
ていることとして学習に現実味が帯びる。 

〇これまでに学んだことと比べながら読んだり自分
の考えを深めたりするきっかけとなる。 

「読書」リスト 

・朝日小学生新聞をはじめ

とする新聞記事 

・環境について書かれた本 

《新聞記事》 

一つの記事だけでな

く、関係する記事を

複数紹介するように

します。 

《単元の目標》 

○自分や家族等の生活と身近な環境との関わりや環境に配慮した物の使い方を理解す

ることができる。                      〔知識及び技能〕 

○物の使い方や環境に配慮した生活について、自分の生活の中から課題を見いだし、

解決に向けて実践し、ふり返ることができる。   〔思考力、判断力、表現カ等〕 

○家族の一員として生活をよりよくしようと進んで考え、環境に配慮した生活につ 

いて、課題の解決に向けて主体的に取り組み、実践しようとしている。 

〔学びに向かう力、人間性等〕 

効果的に新聞を活用し、学習を深めたり広げたりする。 

他教科（国語科以外）での読書活動につながる授業実践 

家 庭 科 

《ワークシート》 
新聞記事を読み、
その後教員が作成
した問題に取り組
みます。 
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 子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・SDGｓについて本やインターネットで調べる中で、初めて知ることばかり

で、このまま何もしなければ地球がほろびてしまうと感じた。 

・SDGｓへの取組は新聞記事のように会社がするものもあれば、自分達の生活

の中からできることもあることが分かった。 

・私達の生活と地球環境は密接に関わっており、今すぐに取り組んでいかなけ

ればならないと思う。 

家庭科の読書活動につながる取組 

身に付けさせたい力 
〇本や資料から必要な情報を読み

取る力 

〇学習に関連する資料を収集し、自

分の考えをまとめる力 

○学習したことを家庭生活に生か

す力 

具体的な取組 
〇新聞記事を読んで分かったこと、

思ったことを交流する。 

〇これまでに学んだことと新聞や

本の内容とを照らし合わせなが

ら学習を進め、よりよい家庭生

活のための工夫を考える。 

日々の読書活動等の取組 

身に付けさせたい力 
〇新聞を読み、書かれてあることを

大まかに理解する力 

〇具体的な目的意識をもって、関連

する本や資料を多読する力 

〇学習に関連する資料を収集し、自

分の考えを持って読む力 

具体的な取組 
〇新聞に興味を持つようワークシ

ートなどを通して記事を読む。 

〇新聞記事を複数読み、気になった

記事を選ぶことができる。 

〇環境問題や SDGｓについて書か

れた本を読む。 

アンケート結果（R３．５月） 

項目「新聞を読みますか」 

→約 9 割の児童が「読まない」「ほ

とんど読まない」と回答。 

＊新聞を購読していない家庭が多

く、新聞が身近にないことが要因

と考えられた。そこで新聞を導入

し、触れる機会を増やした。 

 

アンケート結果（R４．１１月） 

項目「新聞を読みますか」 

→約 7 割の児童が「読む」「よく

読む」と回答。 

（児童の感想） 

・新聞記事は今起こっている問題

や出来事を知ることができる。 

・新聞から色々と考えさせられる 

ことが多い。 

取
組
の
連
動 
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姫路市立城東小学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読書習慣を身に付けさせる取組 

夏休みの親子読書に挑戦しよう！ 

《取組の流れ》 
〇１学期の終わりに、夏休み中に家で読書をする本２冊の貸出を行う。 
〇夏休み用の読書記録カードを配布し、親子読書の方法等について事前指導を行う。 
〇２学期に読書記録カードを回収し、保護者向けにも啓発するお便りを作成し配布す
る。 

子 ど もの 変容と 課 題 

☛☛取組のポイント 

 おうちの方の感想 一部紹介 

・家族 4 人で役になりきって読

んだので楽しかった。 

・子どもが自分では選ばないよ

うな本を読ませる機会になっ

てよかった。 

・子どもと一緒に本を読む機会

がなかったので、とてもいい時

間が過ごせた。 

・同じ空間で同時に読書をして

落ち着いた素敵なひとときを

過ごせた。 
 

子どもの変容 

・夏休みに２冊貸出を行ったことにより、家での読書の定着が進んだ。「冬休みも

２冊貸し出してほしい」と話す児童が多く、予定になかった冬休みの本の貸出

を行った。冬休みは希望者だけにしたが、学校の 3 分の２以上の児童が借りた。

またアンケートの結果、「家で読書をする」と答えた児童が７割に増えた。 

課 題 

・親子読書を継続して取り組んでもらえる家庭は少ない。週末の課題に出すなど

して継続した取組を展開したい。 

発達段階に応じた親子読書を行う 
 

保護者に啓発し、読書の大切さを伝える 

〇低学年は「おうちの人が子どもに読書をする」「お
うちの人と子どもが交互に読む」「子どもがおうち
の人に読む」という３つからそれぞれの家庭に応
じて選んでもらう。高学年は「同じ空間でそれぞ
れ読書をする」を加えて４つとする。 

〇夏休みの読書記録カードには保護者にも感想を書
いてもらう。 

〇親子読書で読んで良かった本や感想を抜粋し、家
庭での読書の定着を図る便りを作成する。 
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姫路市立城東小学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〔動画配信に向け、撮影する図書委員〕 

どのように話せば、本の魅力が伝わるか 

話し合いながら進めています。 

 

１人１台端末を活用した読書活動 

おすすめの本、紹介します ～図書委員会の取組～ 

《取組の概要》 

〇毎年図書委員会が行っているおすすめの本の紹介を、動画やスライドで作成し、

全校生に配信する。 

○教職員や図書委員会が作成したおすすめ本の紹介を校内の共有掲示板に掲載し、

全校生は１人１台端末でいつでも見ることができるようにする。 

○紹介した本を図書室のコーナーに集めて、感想を書くメモを用意し、双方向での

やりとりになるようにする。 

 

☛☛取組のポイント 

〇図書委員会の願い「より多くの
子に紹介したい」「話の魅力を
直接伝えたい」という願いを実
現するために 1 人 1 台端末を
利用した。 

カメラをしっかり見て、友達に話
すようにしゃべろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの方法がよかったのか話し合う様子 

 

 

☛☛取組のポイント 

〇低中高に分け、それぞれスライ
ドや動画配信など、いくつかの
方法を利用して配信した。どの
方法がよかったのか話し合い、
次の活動に繋げようと考えた。 

図書委員のお兄さんやお姉さんが紹
介してくれた本を読みたいな。 
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たつの市立越部小学校 

２年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科での読書活動を生かした授業実践 

お気に入りの本をしょうかいしよう 
教材名：本は友だち（光村図書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 本の紹介の仕方を確認す

る。 
 

２ お気に入りの本の登場人

物や出来事を整理する。「お

すすめポイント」を見付け

る。 
 

３ ペアで本の紹介の練習を

し、アドバイスや感想を出

し合う。 
 

４ 全体へ本の紹介をする。 
 

５ 学習をふり返る。 

☛☛授業のポイント 
  
 

 
〇本の紹介の中に、「おすすめポイント」を取り
入れた。「おすすめポイント」を見付けさせる
際に、絵に関すること、会話文に関すること、
物語の内容に関することの３つの視点を示すこ
とで、絵本の特徴や良さを捉えやすくした。 

 

「紹介した書籍」リスト 

・教室はまちがうところだ 

・まいにちからだはあたら

しい 

     など 

《単元の目標》 

○読書に親しみ、いろいろな本があることを知ることができる。  〔知識及び技能〕 

○「読むこと」において、文章を読んで感じたことや分かったことを共有することが

できる。                    〔思考力、判断力、表現力等〕 

○進んで読書に親しみ、話す事柄を見付けてメモに書き、話す内容や話し方に気を付

けて話したり、友達の紹介した本に関心を持って発表を聞いたりしようとしてい

る。                      〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

観点を明確にして、本の良さを捉えさせる。 

すごいね。虎の気持ち
を紹介してもいいね。 

虎がみんなのため
に橋になってがん
ばります。蛇に巻
き付かれたり、鳥
につつかれたりし
ても怒りません。 

ゆうくんの体が毎日成
長し新しくなるお話で
す。いろんな骨がでて
きて面白いです。この
ページには骸骨も出て
きます。髪の毛や爪も
のびてきます。ぜひ読
んでみてください。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの姿》 
絵や内容から本の面白さを感じたり、会話文から登場人物の心情を想像したり

して、おすすめポイントをまとめることができた。ペアでの本の紹介の練習の際、

「ここおもしろいね。」などと思いを共感したり、「この部分も紹介したらいい

ね。」とアドバイスを出し合ったりした。ペアでの活動を通して、新しくおすす

めポイントを見つけることができた。全体へ紹介した後は、「続きが気になる。」

「あの本を読んでみたい。」などと意見が出て、読書への意欲が高まった。 

国語科の読書活動 

身に付けさせたい力 
〇伝えたい情報を選び、相手に伝わ

るように表現する力 

〇伝えたい内容に合わせて必要な

情報を整理する力 

〇物語を読んで、自分の体験と結び

付けて感想を持ち、感じたことや

分かったことを共有する力 

具体的な取組 
〇本の紹介の仕方を知る。 

○挿絵や会話文や内容から本の特

徴や良さを捉え、「おすすめポイ

ント」として整理する。 

〇本を紹介し合い、意見交流をす

る。 

日々の読書活動 

身に付けさせたい力 

〇読書を通して、いろいろな本があ

ることを知る力 

〇進んで読書をしようとする力 

〇本の挿絵、表現の工夫、内容など

から、本の特徴や良さを捉える力 

具体的な取組 

〇友達から紹介された本を読む。 

〇読んだ本の良さを読書記録や紹

介カードに書く。 

読
書
活
動
の
連
動 
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たつの市立越部小学校 

２年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵本に音楽をつけよう 
教材名：いろいろながっきの音をさがそう（教育芸術社） 

《学習の流れ》 
１ お気に入りの絵本を読む。 

【読書活動】 
 

２ 絵本の好きな場面を選び、

聞こえてきそうな音色やリズ

ムを考えて、グループで音楽

を作る。 
 

３ 絵本と場面の説明をして、

作った音楽を演奏する。 
 

４ 発表を聞いて、感想を出し

合う。 

☛☛授業のポイント 
  

 
○絵本の場面に音色やリズムをつけることを通し
て、登場人物の行動を具体的に想像させたり、
情景をより深く感じ取らせたりし、絵本をより
楽しませる。 

○絵本による場面設定をすることで、より具体
的な曲想を持たせ、音色やリズムを作りやす
くさせる。 

「読書」リスト 

・スイミー 

・おれはティラノサウルスだ 

・きたかぜとたいよう 

・ぎょうれつのパンやさん       

など 

《単元の目標》 

○音色やリズムなどと曲想との関わりに気付き、音楽の音色に気を付けて演奏した

り、呼びかけとこたえを用いてリズムをつくったりする技能を身に付けることが 

できる。          〔知識及び技能〕 

○楽器の音色やリズムの違いが生み出すよさや面白さを見いだして聴いたり、楽器や

リズムの組み合わせ方について思いをもったりする。〔思考力、判断力、表現力等〕 

○音色とその組み合わせのよさや面白さを見いだして聴いたり、それらの特徴を生か

して協働で表現したりする学習を楽しみ、楽器の音色への興味・関心を広げようと

している。         〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

音楽づくりと絵本の相互作用 

他教科（国語科以外）での読書活動につながる授業実践 

音 楽 科 

もっと早いリズム
で音を鳴らした方
が楽しそうな様子
が伝わるかもしれ
ない。音も大きく
してみようか。 

スイミーです。
作者はレオ・レ
オニです。小さ
な魚の群れにマ
グロが突っ込ん
でくる場面で
す。大太鼓をつ
かって、強さを
表します。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・「おれはティラノサウルスだ」でプテラノドンの逃げたい、力いっぱい飛ぶぞ

という気持ちが頭の中に広がりました。だから、コンガをゆっくり力強くた

たきました。夜空の星がきらきらしている様子を想像して、小太鼓を小さく

たたいてみましたが、難しかったです。 

・本をただ読んでいるだけでは、想像があまり広がりませんでしたが、音をつ

けたら、想像がいっぱい広がりました。音をつけたら楽しくなることを知り

ました。他の本でもやってみたいです。 

音楽科の読書活動につながる取組 

身に付けさせたい力 
〇設定した条件に基づいて、即興的

に音を選んだりつなげたりして

表現する力 

〇曲想と音楽の構造との関わりに

ついて気付く力 

具体的な取組 
〇絵本を読んで、場面に合う音色や

リズムを想像して、打楽器等の

演奏をする。 

〇絵本の場面と照らし合わせて、友

達の演奏を聞いて意見を持つ。 

日々の読書活動等の取組 

身に付けさせたい力 
〇物語の登場人物の行動を具体的

に想像したり、情景を感じ取った

りする力 

〇進んでいろいろな本に出会おう

とする力 

 

具体的な取組 
〇会話文や挿絵に着目したり、挿絵

で表現されていない情景を想像

したりしながら読む。 

〇友達と意見交流を通して、本への

興味を広げる。 

取
組
の
連
動 
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たつの市立越部小学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読書習慣を身に付けさせる取組 

越部っ子 移動図書室 

《取組の流れ》 
〇図書委員会で、図書室の本の中から学年ごとにおすすめの本を選ぶ。 
〇朝の読書の時間に図書委員が、おすすめの本を教室まで運び、一人一冊貸し出しを行
う。 

 

子 ど もの 変容と 課 題 

☛☛取組のポイント 

子どもの変容 

・これまで、なかなか図書室を利用することのなかった児童が本を借りることが

でき、読書の楽しさに改めて気付くきっかけとなった。また、これまで読んだ

ことのない種類の本を借りることで、読書への興味の幅を広げることができた。 

課 題 

・選んだ本の冊数が児童数＋数冊であったため、希望通りの本が借りられない児

童がいた。自分の好みと違う本に出会い、興味の幅を広げるきっかけと捉える

ことはできるが、あまりにも好みとかけ離れている場合は、本への苦手意識が

増大することも考えられる。選ぶ本の冊数を増やすなど対策が必要である。 

本の厳選 

一人一冊 

〇これまでの貸し出しデータや本の内容、ペー
ジ数などから各学年に合ったおすすめの本を
選ぶ。 

〇いろいろな種類の本を選び、本への興味の幅
を広げる。 

 

〇朝の読書の時間に、図書委員が教室まで出向き、一人一冊貸し出しを行うこと
で、普段、図書室に行くことが少ない児童にも、読書の良さを感じさせたり、
本への興味を高めたりする。 

51 



                 

たつの市立越部小学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

読み聞かせ動画を視聴している児童の様子 

 

１人１台端末を活用した読書活動 

読み聞かせ動画の配信 

《取組の概要》 

○揖龍地区小学校図書館教育部会が選定したリストから絵本を選び、教員や図書委

員会が読み聞かせ動画を作成する。 

○作成した動画を、低学年の共有掲示板に定期的に掲載し、１人１台端末を活用し

ていつでも見ることができるようにする。 

 

 

☛☛取組のポイント 

○読み聞かせ動画の配信によ
り、すらすらと字を読むこと
が苦手な児童にも絵本を楽し
めるようにする。動画を手本
として、自分ですらすらと絵
本を読めるようにする。 

朗読動画を作る図書委員会の子どもの様子 

 

子どもの様子（写真） 

☛☛取組のポイント 

○図書委員会で朗読の際に工夫
したいことを考えさせること
で、絵本の特徴を捉えさせた
り、抑揚や声量などの音読の
技術を高めたりする。 

この絵本、おもしろいね。もう
一回読んでもらいたいし、自分
でも読んでみたいな。 

この場面では、主人公が慎重に行
動しているよ。だから、小さな声
でゆっくり読んでみたらいいね。 
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☛☛授業のポイント 
 

〇同じ短歌について書かれている複数の本を
読み、それを比較することで、内容理解を
深められる。図書室にも古典コーナーを作
り、本を探しやすくしたり、他の古典の本
を並べたりし、古典に興味をもたせる。 

〇自分の好きな「百人一首」を選ぶ過程で、
いろいろな短歌に触れる機会が生まれる。 

                 

太子町立太子東中学校 
２年生 

 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国語科での読書活動を生かした授業実践 

短歌（百人一首）に親しむ 
 教材名：短歌に親しむ・短歌を味わう（光村図書） 

《学習の流れ》 
１ 教科書「短歌に親しむ」「短歌

を味わう」を読み、短歌の表現技

法を知り、内容を読み取る。 
 

２ 短歌の学習を生かし、短歌を創

作したり、短歌の鑑賞文を書いた

りする。 
 

３ 日本の古典文学であり、自分た

ちに身近な「百人一首」から、自

分の好きな一首を選ぶ。 
 

４ 選んだ百人一首について書かれ

ている本を、図書室の本の中から

２冊以上選んだり、タブレットで

調べたりして、内容理解を深め

る。 

《単元の目標》 

〇抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに、話や文章の中で使うことを通して、

語感を磨き語彙を豊かにできる。              〔知識及び技能〕 

〇観点を明確にして短歌を比較するなどし、短歌の構成や表現の効果について考え、 

短歌の多様な魅力を感じ取ることができる。   〔思考力、判断力、表現力等〕 

〇言葉がもつ価値に気付くとともに、読書を生活に役立て、言語文化を大切にして、 

思いや考えを伝え合おうとしている。      〔学びに向かう力、人間性等〕 

・「ビギナーズ・クラシックス 日本の古典

百人一首（全）」谷知子 編  

（角川ソフィア文庫） 

・「口訳万葉集  百人一首  新々百人

一首  日本文学全集０２」      

        （河出書房新社） 

折口信夫  小池昌代  訳：丸谷一       

・「学研まんが事典シリーズまんが百人

一首事典」   （学研） 

山田繁雄  監修  竹本みつる漫画   

・「みんなで遊ぼう！！ 百人一首  

大図鑑」     （国土社） 

吉海直人  監修  

・「小倉百人一首  現代語訳  日本の古

典」  （学研） 宮柊二    

複
数
の
本
を
読
み
比
べ
て 
み
よ
う 
   
図

書

室 

使

用 

文

献 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 
 

（子どもの変容） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（学びの深まり） 

〇本によってどこに焦点を当てているかに気付かせ、本の多様性を感じさせたり、短歌の奥

深さを味わわせたりできた。 

〇自分の好きな短歌を探したり、短歌について書かれている本を複数読んだりすることで、

さらに他の短歌についても詳しく読み深めていこうとする意欲が高まった。 

国語科の読書活動 

身に付けさせたい力 
〇表現に注意して読み、作品に表れ

ている作者のものの見方や感性

を捉える力 

〇本やタブレットなどから目的に

応じて必要な情報を読み取る力 

〇本を読んで得た知識やそれに対

する自分の考えを表現する力 

具体的な取組 
〇短歌の表現や作者のものの見方

を読み取る力をつける。 

〇自分の選んだ資料から、必要な

情報を取捨選択し、整理する。 

〇短歌の解説本を複数読んで自分

の考えを深め、自分の考えを表

現する力を伸ばす。 

日々の読書活動 

身に付けさせたい力 
〇本の内容を読み取る力 

〇いろいろな資料の中から、自分の

調べたいことが書かれた図書を見

つけられる力 

〇複数の本を読むことで得た情報の

中で必要なものを選び、整理する

力 

 

具体的な取組 
〇短歌（百人一首）について書かれ

た本を図書室やタブレットなど

で調べる。 

〇複数の本を選び、必要に応じて

情報を取捨選択する。 

〇得た情報に基づき、自分の考え

をまとめて書く。 

（読み比べる前の予想） 

〇何冊読んでも、同じ短歌なのだ

から、同じ解釈になるはずだ。 

〇長い文章や翻訳された話なら、

調べる本によって違いが出そ

うだが、短歌はそんなに違いは

ないだろう。 

（読み比べた後の感想） 

〇同じ短歌でも解釈が詳しく書かれ

ていたり、作者の人生にスポット

を当てていたり、見る角度によっ

て短歌の内容の伝わり方が違う。 

〇複数の本を読んだので、より詳し

く情景が連想でき、面白かった。 

読
書
活
動
の
連
動 
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太子町立太子東中学校 

２年生 

 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 

読み聞かせでつながろう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ グループごとに、幼児の発達

段階にあった絵本を選ぶ。図書

室の絵本コーナーの作品を中心

に選ぶ。 

２ 絵本の読み聞かせの基本を学

ぶ。本の開き方やスピードなど

を話し合ったり、タブレットで

調べたりして考える。 

３ グループごとに読み聞かせの

練習をする。 

４ 読み聞かせを披露する。よく

工夫できているグループの読み

聞かせを、学年に配信し各学級

で視聴する。 

☛☛授業のポイント 
○絵本を選ぶ中で幼児の発達段階によって感

じ方や捉え方が違うことに気付き、本の魅

力を改めて感じるとともに、読書への意欲

を高めることができる。 
 
○相手に伝わるように読み方を工夫する中
で、読み聞かせの楽しさや他の人の朗読を
聞く楽しさを味わうことができる。 

「人気の絵本」 

・ぐりとぐら 

・はらぺこあおむし 

・おおきなかぶ 

・おつきみおばけ 

※自分が幼いころ読んだ絵本

が多い。 

絵本を手にもっ
て行うのではな
く、紙芝居のよ
うに台に立て
て、読み聞かせ
をしています。 

読み聞かせが上手
なグループの朗読
を、学年に配信し
ました。各教室で
聞きました。手前
にあるのが配信用
のパソコンです。 

《単元の目標》 

○幼児の発達段階にあっている絵本を選ぶことができる。     〔知識及び能能〕 

○声の大きさや読む速度などに気を付けて、幼児に内容がよく分かるように読み聞 

かせができる。                 〔思考力、判断力、表現力等〕 

○興味をもつように工夫をした読み聞かせの仕方を考えるなど、相手のことを考えて

読み聞かせをしようとしている。        〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

他教科（国語科以外）での読書活動につながる授業実践 

総合的な学習の時間 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・声色を変えたり、はっきりと話すことを意識したりして、相手が聞きたくな

るように工夫して読むことができた。あまり朗読をする機会がないので楽し

かった。また、絵本は、中学生の私が読んでも面白いものがあると思った。 

・他の人の読み聞かせ動画を、学年配信で見ることができて面白かった。選ば

れた人たちの読み聞かせは、さすがに上手だと思った。 

総合的な学習の時間の読書活動につながる取組 

身に付けさせたい力 
〇幼児の発達段階を考えて、本を選

ぶ力 

〇幼児が聞きたくなるように、読み

方を工夫し、絵本の魅力に触れる

中で自分も読書を楽しむ力 

 

具体的な取組 
〇幼児の発達段階について調べた

り、興味をもちそうな内容を調

べたりして、読み聞かせに合っ

た本を選ぶ。 

〇他の人と相談しつつ、読み聞かせ

の仕方をタブレットで調べる。 

日々の読書活動等の取組 

身に付けさせたい力 
〇たくさんの図書の中から、自分が

選びたい本を見つける力 

〇朗読の仕方を工夫する中で、その

本の魅力を見つけ楽しむ力 

 

具体的な取組 
〇図書室の本や自分が今まで読ん

だ本などの中から、グループご

とに話し合って本を選ぶ。 

〇声色や声のトーンを変えたり、読

むスピードを考えたりし、幼児

にわかりやすいように読む。 

読み聞かせ後、絵本を借りた

り、読みに来たりする生徒が

増えたので、さらに関心を高

めるために、絵本の特集コー

ナーを設置することにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
鳥や虫の絵本コーナー 

取
組
の
連
動 
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太子町立太子東中学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

読書習慣を身に付けさせる取組 

本を読みに来たくなる魅力ある図書室に！ 

《取組の流れ》 
〇図書室の本の中から１冊おすすめの本を選び、図書委員がポップを作る。 
〇給食の時間に、全校放送で読み聞かせをする。 
〇学校司書（週２回午後勤務）と図書館ボランティアと図書委員会とで相談して、図書
室の配架・図書紹介・掲示を工夫する。 

子 ど もの 変容と 課 題 

 

 

 

☛☛取組のポイント 
 

 

 

 

 

 

各学年の図書委員が、書いたポップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーナーを作ったり、本棚に内容 

紹介文を貼ったりした。 

子どもの変容 

・授業でコーナーを紹介したり、全校放送による読み聞かせをしたりした後は、

普段あまり図書室を利用しない生徒が多く来室した。 

・コーナーがあると、そのコーナーに興味がある生徒はもちろん、普段あまり手

に取らないジャンルの本にもかかわらず興味を示した生徒がいた。 

課 題 

・全校放送やポップで図書室の本を紹介した後は、一時的に図書室利用者が増え

るが、継続的な来室や貸し出し増加にはつながっていない。そこで、自ら進ん

で読書をしようという意欲を高めたり、読書活動の啓発を図ったりする必要が

ある。今後、学校司書や公立図書館とも連携して、取り組んでいきたい。 

図書室の本を紹介する 

 

本への興味・関心を高める 

〇「古典」「自然環境」「歴史」など学習内容に関連
のある本のコーナーを作り、授業で知らせる。 

〇太子町立図書館の「中学生に読んでほしい本」や
地区の中学校図書館教育担当者による「推薦図
書」を掲示し、それらの本を手に取りやすいよう
に並べる。 

〇図書委員や図書ボランティアが、給食の時間に全校放
送で、図書室の本の読み聞かせを行う。 

〇図書室以外の場所（廊下や下足場）にも、詩や文章の
一節を掲示したり、季節に合った本を並べたりする。 
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太子町立太子東中学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

タブレットを使って文章を書いている生徒 

１人１台端末を活用した読書活動 

タブレットを使って文章を書こう 

《取組の概要》 

○登場人物の視点を変えて文章を書くことで内容理解を深めるとともに、自分で心

情を想像して読書をする楽しさを味わう。 

○自分の印象に残った場面を、タブレットを使ってリライトし、読みを深める。 

☛☛取組のポイント 
 

○授業で学習した「盆土産（光村図
書）」のリライトに挑戦。自分の好
きな場面を、方言を生かしなが
ら、別の人物の視点で書く。 

○書いている途中で、何人かの作品
を黒板のスクリーンに映し出し、
紹介する。自分と違う視点や表現
の仕方を知ることで、自分の作品
を振り返りつつ創作できる。 

作家って大変だなあ。でも、自分
で想像して文章を書くのって、意
外と楽しい。 

生徒の感想 

・文章を書くのは苦手だけれど、夢中になっ
て書けました。意外と長い文章が書けまし
た。 

 

・タブレットで書くほうが楽でした。 
 

・自分で考えて文章を書くのは、難しいけれ
ど面白い。 

 

・視点を変えて書くことで、授業で学習した
ときと、違うものが見えてきた。 

 

・他の人の作品を読むと、人それぞれの表現
の仕方があることを実感した。これから自
分の感性を、磨きたい。 

 

・楽しいと思ったし、もう一度やってみたい
と思った。 

☛☛取組のポイント 
 

○タブレットを使うことで、漢字や
文章を書くことが苦手な生徒の負
担を少しでも軽減できる。 

○言葉や方言を調べる際に、タブレ
ットを使える。また、図書室の国
語辞典も用意し、辞典の便利さも
伝える。 

タブレットでのリライトは、漢字
が苦手な生徒でも取り組みやす
く、概ね好評であった。しかし、
タブレットは苦手で、自分の手で
書くほうがいいという生徒もい
た。自分の手で字を書くことも大
切であるので、バランスを考える
必要がある。 
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豊岡市立三江小学校 

３年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科での読書活動を生かした授業実践 

はじめて知ったことを伝えよう 
教材名：鳥になったきょうりゅうの話（光村図書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 単元計画を知り、ゴール
までの見通しを持つ。 

 

２ 「鳥になったきょうりゅ
うの話」を読み、グループ
で初めて知ったことを交流
する。 

 

３ 幅広い本の中から自分が
読む本を決め、初めて知る
ことを見付けながら読む。 

 

４ 初めて知ったことの中か
ら伝えたいことを選び、発
表のメモをつくる。 

 

５ 本とともに初めて知った
ことを紹介する。 

☛☛授業のポイント 
 

 
〇初めて知ったことを交流する際は、自分の選んだものと似ている分野、異なる
分野で交流できるよう形態を工夫し、自分の興味をさらに深めさせたり、多様
な本に出会わせたりする。また、互いに質問をしたり、友だちの発表を聞いて
興味を持った本について伝え合わせたりする。 

〇毎時間振り返りを書かせることで、児童は自分の読む本の傾向に気付いたり、
新たな知識を得る喜びを感じたり、友だちの興味関心に共感したりした。ま
た、自らの読書に対する考え方やその変容を気付かせた。 

調べたい内容を早く見つ
けるために、目次や索引
を活用した調べ方の練習
をしています。 

《単元の目標》 

〇幅広く読書に親しみ、読書が必要な知識や情報を得るうえで有用であることに気づ

くことができる。                     〔知識及び技能〕 

〇文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに違いがあ

ることに気づくことができる。         〔思考力、判断力、表現カ等〕 

〇積極的に幅広く読書に親しみ、本を読んで驚いたり感心したりしたことを発表しよ

うとしている。                〔学びに向かう力、人間性等〕 

友だちの本の紹介を聞いて自分自身の読書の幅を広げる。 

 

〈ワークシート〉 
第３時に、自分
が紹介する本に
ついての発表メ
モをつくりまし
た。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・本で調べて初めて知ったことがたくさんありました。物語をいっぱい読んだ
ことはあったけれど、図鑑をあまり読んだことがなかったので、いっぱい本
を探せてよかったです。 

・色々な本と触れ合えたし、色々なことを知ることができてよかったです。少
し図鑑にも興味を持ちました。 

・知らないことがたくさん知ることができてよかったです。恐竜の本はめった
に読まなかったけれど、読む機会ができてよかったです。 

国語科の読書活動 

身に付けさせたい力 
〇本や文章などから目的に応じて

必要な情報を読み取る力 

〇文章を読んで理解したことに基

づいて自分の考えや感想を表現

する力 

〇発表者が伝えたいことや自分が

聞きたいことを考え、話し合う力 

具体的な取組 
〇情報を得るための本の読み方（目次・

索引等で調べる方法）を学ぶ。 

〇伝えたい内容に合わせて必要な情報

を整理する。 

〇自分の体験や既習の内容と結び付け

て自分の考えをまとめる。 

〇本を読んで感じたことや考えたこと

をグループで交流する。 

日々の読書活動 

身に付けさせたい力 
〇自分の目的に合った本や自分が

紹介したい本を選ぶ力 

〇話の大まかな内容を捉える力 

〇多様な本に触れ、自分の読書の幅

を広げていく力 

具体的な取組 
〇教科書教材と同じテーマや、同じ

作者の本を並行読書する。 

〇読書記録をつけ、振り返りをし、

これまで読んだことがないジャ

ンルの本を読む。 

読
書
活
動
の
連
動 

〈初めて知ることを探す様子（３/5時）〉 〈友だちと互いに本を紹介する様子（５/5時）〉 
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豊岡市立三江小学校 

６年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和について考える -戦争とこれからの私- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
 

１ 平和学習について興味関心を高める

ために絵本を読み、意見を交流する。 
 

２ 日本の戦争の歴史について調べ、原

子爆弾が落とされた理由について知

る。 
 

３ 佐々木貞子さんを中心にして、広島

と原子爆弾について学習する。 
 

４ 平和記念公園について調べ、パンフ

レット作りをする。 
 

５ 修学旅行で、実際に平和記念公園や

原爆資料館を見学する。 
 

６ 修学旅行報告会に向けて学びをまと

める。 

☛☛授業のポイント 
  
 

 
○絵本「まっ黒なおべんとう」の読み聞
かせを聞いた後、google ドキュメン
トを使用してそれぞれの感想を共有閲
覧できるようにし、それぞれの感想を
積極的に交流させる。 

「並行読書」図書リスト 

・「ヒロシマの子守歌」 

・「おとなになれなかった弟たちに･･･」 

・「ぼくの見た戦争」等 

《単元の目標》 

○戦争や原爆のことについて調べ、戦時中の人々の生活や被害の様子や知り、戦後から現
在に至る人々のさまざまな努力や願いについて考えをもつことができる。〔知識及び技能〕 
○戦争や原爆に関わる事象等を調べたことや、平和学習を通して学習したことを基に、平和

について考えたことを表現することができる。            〔思考力、判断力、表現力等〕  
○戦争や原爆に関わる事象について、意欲的に学習に取り組むとともに、身近な平和のため
に自分にできることを考えようとしている。               〔学びに向かう力、人間性等〕 

１人１台端末を活用し、感想を積極的に交流させる。 

他教科（国語科以外）での読書活動につながる授業実践 

総合的な学習の時間 

平和学習の初めとして、「まっ黒なおべん

とう」という本を読んでもらいました。こ

の話は、本当のことをもとにして作られて

いるそうですが、子どもの姿は分からなく

ても、弁当で自分の子どもだと分かるなん

て、本当なんだろうかと思いました。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・修学旅行で学んだことを全校生に修学報告会で伝えることができました。全校
生のみんながとても静かに集中して聞いてくれました。これからも原爆や戦争
について学び続け、その恐ろしさを伝えていきたいです。 

・修学旅行報告会がありました。修学旅行に行ったり平和学習を積み重ねてきた
りした成果を発揮することができました。私たちにできることは、見たり学習
したりしたことを広めることです。平和な今を大切にし、これからも友だちに
優しい心で接していきたいです。 

総合的な学習の時間の読書活動につながる取組 

身に付けさせたい力 

〇平和学習に関心をもち、進んで調

べようとする力 

〇平和学習を通して学んだことを

自分達の生活に生かす力 

〇平和学習に関連する資料を収集

し、自分の考えをまとめる力 

具体的な取組 
〇絵本や資料を読んで感じたこと

を交流する。 

〇収集した資料から読み取った内

容や感想を交流する等、報告会

に向けて自分の考えを整理す

る。 

日々の読書活動等の取組 

身に付けさせたい力 

〇目的意識をもって関連する本を

読み広げる力 

〇ニュースや新聞に興味をもち、自

分の意見をもって読む力 

〇本を読んで考えたことを進んで

交流しようとする力 

具体的な取組 
〇平和学習に関連する本を教室の本

棚に配架する等、児童が本を気軽

に手に取りやすい環境づくりに取

り組む。 

〇新聞の関連記事を児童に提示し、

意見交流の機会を作る。 

取
組
の
連
動 

修学旅行報告会の様子 
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豊岡市立三江小学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読書習慣を身に付けさせる取組 

「読書の木」に花を咲かせよう 

《取組の流れ》 
○読んだ本を「読書記録カード」に記録し、20 冊達成ごとにカードに「がんばりシー
ル」を貼る。 

〇一人一人の年間読書目標を 50 冊に設定し、50 冊達成ごとに「読書の木」に自分の
名前の花を貼っていく。 

〇「読書の木」は、児童の目に留まる図書室入口に掲示する。 

子 ど もの 変容と 課 題 

☛☛取組のポイント 

子どもの変容 

・「読書の木」に友だちの花が増えていることに気付き、「（自分も花を咲かせるに）

次は 100 冊。がんばろう。」と、目標を持ち、意欲を高める姿が見られた。 

課 題 

・読書記録や「読書の木」への関心が徐々に薄れるため、「読書の木」について各

学級で紹介したり、委員会企画のイベントと連動させたりする必要があった。 

・低学年は読書記録や読書の木に意欲的に取り組むことができた。一方で高学年

の児童は、低学年と比べて一冊の分量が多いため、達成感が得られない様子で

あった。目標を冊数ではなくページ数で設定すると、どの学年の児童も達成感

を得られたのではないだろうか。 

朝読書の時間に読書の記録をする 
 

50冊達成ごとに花が咲く 
 

〇毎週月曜日・金曜日の朝読書では、一人一人に
読む本と記録カードを準備させ、学級全体で読
んだ本を記録する習慣を付けさせる。 

〇年間目標の 50 冊達成ごとに、「読書の木」に児
童の名前が書かれた花が咲き、読書への動機付
けを行う。 

〇学年ごと、達成冊数ごとの花の色を変えて、児
童の意欲を高める。 
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豊岡市立三江小学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

12 月に動画を観てもらうため、 

クリスマスに関する本を選び、 

読み聞かせの練習をしている様子 

 

１人１台端末を活用した読書活動 

読み聞かせ動画の作成・視聴 

《取組の概要》 

〇図書委員会の活動で、読み聞かせ動画の作成を行う。 

〇読み聞かせの本選びは、季節に合わせて委員会の児童が決める。 

〇作成した読み聞かせ動画を各学級で視聴する。（低学年を中心に） 

〇動画を視聴した低学年の児童が、委員会の人へお礼のメッセージを書く。 

〇読み聞かせ動画を分析しながら読み聞かせの動画を撮影する。 

☛☛取組のポイント 

〇季節の行事や食べ物について話
し合い、それらをもとに読み聞
かせする本を選ぶ。まだ一人で
読むことが難しい低学年が物語
の世界に入ることができるよ
う、読み聞かせ動画の作成に取
り組む。 

図書委員会の児童が撮影した読み聞かせ動画を
観て、自分自身で分析する様子 

☛☛取組のポイント 

〇撮影した読み聞かせ動画を観
て、読む速さや声の大きさ、間
の取り方について、自分で分析
したり他の友達にアドバイスを
もらったりする。撮影と分析を
繰り返しながら、よりよい読み
聞かせ動画を作成できるように
する。 

最初は緊張して少し早口になって
しまったけれど、だんだん読む速
さに気を付けて読めるようになっ
てきた。 

少し長い絵本だから、読み聞かせ
は途中までにしよう！教室に置い
ておいたら、続きは自分で読んで
もらえるかな。 
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             香美町立香住第一中学校 
２年生 

 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科での読書活動を生かした授業実践 

ポスターセッションで読書の幅を広げよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 本時のめあてを確認する。 

 ※ポスターセッションで読書の幅 

を広げることを確認する。 
 

２ 第一セッション～第四セッション   

・ＰＲタイム 

（発表内容をＰＲ） 

・移動タイム 

（聞きたいグループの席へ移動） 

・発表タイム 

・交流タイム 

（発表に対する質疑応答） 
 

３ 本時のまとめ 

☛☛授業のポイント 
  
 

 
〇１年生で学習した本のポップづくりを生かして、
おすすめの本のポスターを個人で作成した。その
後、同じようなテーマを選んだ生徒でグループを
作り、ポスターセッションを行った。 

〇本の紹介をしたり、質問したりするやりとりを通
して普段自分が読まない本にも興味をもつよう工
夫した。 

ポスターセッションの 

テーマ例 

・スクールライフ 

・日本文学 

・怖い本 

・青春 

・恋愛 

        など 

《単元の目標》 

〇紹介する本について、必要な情報を読み取ったりキャッチコピーを作ったりするこ

とができる。                        〔知識及び技能〕 

〇本の魅力を伝えるポスターを作成することができる。 

〇本の魅力を自分の言葉で伝えたり、友達に質問したりできる。 

          〔思考力、判断力、表現カ等〕 

〇ポスターセッションを通して、読書の幅を広げようとしている。                      

〔学びに向かう力、人間性等〕 

ポスターセッションを通して読書の幅を広げる。 

「僕がおす
すめする本
は・・・。」 
ポスターを
指してみん
なに本の内
容を紹介し
ています。 

本のテーマ
ごとにグル
ープを作っ
て、ポスタ
ーを完成さ
せました。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

 

 

 

《子どもの感想》 
・ポスターセッションをして、こんな本が学校にあったんだと思いました。読ん

でみたい本が見つかったので、また借りに行きたいです。 

・ポスターセッションで普段自分が読まない本を紹介しているグループのところ

にいったので、新しい本に出会うことができて良かったです。 

・私は読書が好きで本をよく読んでいますが、最近は同じジャンルの本を読むこ

とが多かったので、今回の学習を通していつもは読まない本を知ることができ

て良かったです。気になる本が 3 冊あったので図書室で探してみようと思い

ます。 

国語科の読書活動 

身に付けさせたい力 
○本や文章などから目的に応じて

必要な情報を読み取る力 

〇本の魅力を伝えるためにどのよ

うな情報が必要かを考える力 

〇伝えたい情報を選び、相手に伝わ

るように表現する力 

 

具体的な取組 
〇自分が読んだ本の中から紹介し

たい本を選ぶ。 

〇伝えたい内容に合わせて必要な

情報を選ぶ。 

〇本の魅力を伝えるためにキャッ

チコピーを工夫したり、簡潔に

内容をまとめたりする。 

〇ポスターセッションを通して
交流する。 

日々の読書活動 

身に付けさせたい力 
○一冊の本を読みきる力 

〇自分がおすすめしたい本を選ぶ

ことができる力 

〇本の魅力を伝える力 

〇色々なジャンルの本を読む力 

具体的な取組 
〇学校図書館の配架を工夫し、生徒

が本を手にとりやすい環境を整

える。 

〇朝読書を通して 1 冊の本を読み

きる。 

〇教職員や友達の本の紹介を聞い

てこれまで読んだことがないジ

ャンルの本を読む。 

アンケート結果（R３．11 月） 

〇あなたは１か月に何冊本を読み

ましたか。 
 

・１冊以上読む・・・75％ 
 

・読んでいない ・・・・・25％ 

アンケート結果（R４．11 月） 

〇あなたは１か月に何冊本を読み

ましたか。 
 

・１冊以上読む・・・94％ 
 

・読んでいない ・・・・・ ６％ 

 

 

読
書
活
動
の
連
動 
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香美町立香住第一中学校 
３年生 

 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦時下の国民生活    
教材名：第二次世界大戦と日本（日本文教出版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
1 学習のめあてを提示する。 

 「戦時下の国民生活の様子を多面的に知ろう」 
 
2 太平洋戦争中の日本国民の生活の様子について資料

を用いて調べる。 

 ○個人で本を選び、自分で調べたことをまとめる。 

 ○班で調べたことを共有し、まとめる。 

 ○タブレットを活用し、実際の映像資料を視聴する。 
 
3  第二次世界大戦の様子、国民生活を振り返って、 

学んだことをまとめる。 

☛☛授業のポイント 
  
 

 

○教科書には掲載されていない資料やさらに具体的な説明、

図説などから得た新たな知識を習得することで、生徒の学

習意欲を高める。 

○生徒が教科書以外の図書や写真集で見付けた資料を通し

て、物事を異なる面から捉えることで、より深く、多面的な考

察を行うことができる。 

「読書」リスト 

○「写真・絵画集成 

日本の子どもたち 

―近現代を生きるー」 

（日本図書センター） 

《単元の目標》 

○戦時下の国民生活について諸資料を通して多面的・多角的に捉えることができる。 

〔知識及び技能〕 

○戦時下の人々の生活に関する実際の資料や写真を見ることを通して、戦争の悲惨さ

を痛感し、戦争のない社会の実現に向けた自分の考えを表すことができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕 

○戦時下の国民の生活について、そこで見られる課題を、よりよい社会の実現を視野

に主体的に追究しようとしている。   〔学びに向かう力、人間性等〕 

写真や図説などの本を効果的に活用し、戦争の悲惨さを多面的・多角的に捉え
考察する。 

他教科（国語科以外）での読書活動につながる授業実践 

 

社 会 科 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 

○日本の国民の生活をきいて、すごく貧しかったのだと思いました。今、食事を三食ちゃんと食べられる

ことに感謝しないといけないと思いました。いつ爆弾が落ちてくるかわからなくて、毎日恐怖で仕方な

かったと思います。戦争の影響で今も苦しんでいる人がいるということを知って、今後絶対にそんなこ

とがあってはいけないなと思いました。 

○僕が思っていた以上に苦しい生活をしていることがよくわかった。ユダヤ人の資料を見て、今まで見

たこともないような体で言葉にできないなと思いました。シャワー室で毒ガスをまいて苦しみながら亡

くなったと聞いて、本当にそんなことをやって心が痛くならないのか、疑問に思いました。 

○沖縄では、沖縄戦で多くの県民などの関係ない人々が亡くなったと知りました。戦争をすると決めた

人や軍人たちだけでなく、多くの人が巻き込まれてしまうのは恐ろしいことです。「軍官民共生共死」

は、この言葉を聞いただけでも想像できたけど、恐ろしいなと思いました。 

○ナチ党によるユダヤ人の迫害は授業中の映像を見たり、資料で調べたりすると衝撃的で、アウシュビ

ッツ収容所はいつかこの目で見てみないといけないなと思った。 

社会科の読書活動につながる取組 

身に付けさせたい力 

〇資料から必要な情報を探し、読み取る力 

〇得た複数の情報を照合し、多面的・多角

的に考察する力 

〇収集した資料から、自分の考えを深め、

まとめる力 

具体的な取組 

〇グループ内でテーマを分け、ジグソー

学習形式で調べる。 

〇収集した情報を班で共有させ、多面

的な知識を獲得する。 

〇映像資料を視聴し、得た知識と実際

の映像を組み合わせ、戦争の悲惨さ

や当時の生活の過酷さについて深く

読み取る。 

日々の読書活動等の取組 

身に付けさせたい力 

〇学習に必要な資料を収集し、自分

の考えを持って吟味する力 

〇具体的な目的意識をもって、関連

する本を多読する力 

 

具体的な取組 
〇戦争に関する複数の資料等を読

む。 

〇自分が調べたい資料を図書室の中

から見つける。 

取
組
の
連
動 

68 



                 

香美町立香住第一中学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読書習慣を身に付けさせる取組 

「この本 読もう」学校図書館ボランティアとの連携 

《取組の流れ》 
〇ボランティア、地域図書館司書と連携し、定期的な読み聞かせ、ブックトーク、図
書室整備等を通して読書意欲の向上を目指す。 

〇ボランティア、学校職員の「おすすめの本」の紹介カードと本を図書室前に掲示
し、さまざまな分野の本について関心を高めさせる。 

〇全校生徒、ボランティアに呼びかけ、ポップカードを作成し、「一中ブックリスト」
として廊下に掲示したり、学校ＨＰに掲載したりする。 

子 ど もの 変容と 課 題 

☛☛取組のポイント 

子どもの変容 

・「ブックトークや読み聞かせ、ブックリストで紹介された本を読んでみたい」と

紹介された本を借りに来る生徒や、友だち同士で本について話す生徒が増えた。 

課 題 

・ブックトーク、ブックリスト等の取組も時間が経過すると関心が薄れるので、

常に新しい情報を提示し、活動の活性化を図る必要があった。 

読み聞かせ・ブックトーク・図書室整備 

「一中ブックリスト」の作成 
 

〇さまざまな分野の本のよさを知り、読書の楽し
さを感じられるように支援する。 

〇掲示物作成、消毒等の作業を通して図書室を楽
しく、安心して利用できるように環境整備をす
る。 

〇友だちやボランティア、先生方が紹介した本に
関心を持たせ、読書の幅が広がるようにする。 

〇本の内容や感想等を伝え合うことの楽しさに気
付かせる。 
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朝読書の時間に友達が作成した本のポップを

参考に、本を探している生徒 

                 

香美町立香住第一中学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１人１台端末を活用した読書活動 

 香住一中ブックリスト 

《取組の概要》 

○1、2 年生が夏休みに作成した本のポップを校内の共有掲示板に掲示した。その

後、活動の周知を図るため学校ＨＰに「香住一中ブックリスト」として掲載し、

広く閲覧可能にした。 

○「香住一中ブックリスト」をひとつの参考にして朝の読書の本を選んだ。 

☛☛取組のポイント 

〇自分の読んだ本の中から、友達
に紹介したい本のポップを作成
し、ジャンルごとにまとめてＨＰに
掲載し、１人１台端末で閲覧で
きるようにした。 

朝読書におすすめの本がないか 
探してみよう。 

「香住一中ブックリスト」として校内の掲示板に掲示した。 

その後、１人１台端末で見られるようにした。 
 

☛☛取組のポイント 

〇みんなが通る玄関（昇
降口）横の校内掲示板
を活用し、一覧できる
ようにした。その後、
１人１台端末でじっく
りと見られるようにし
た。 

まずは掲示板で確認。その
後、ゆっくり１人１台端末で
見て参考にしてみよう。 
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丹波市立青垣中学校 

３年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科での読書活動を生かした授業実践 

人間と自然との関わり方について考え、自分の意見を持とう 
教材名：絶滅の意味（東京書籍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 「絶滅の意味」を読む。 

  本文を読み、論の進め方に注目

し、筆者の主張を読み取る。 
 

２ 地球環境について調べる。 

  人間が引き起こしている地球環

境についてタブレットを使って調

べる。 
 

３ 自分の意見を書く。 

  調べた内容をまとめ、自分の考

えを書く。 
 

４ 意見を交流し合う。 

☛☛授業のポイント 
  
 

 
〇環境問題について調べると、様々な情報があるが、その情報を吟味し自分の意
見につなげる工夫が必要であることに気付かせる。 

〇様々な環境問題について意見交流し、自分にない意見を知ることで物事を多角
的に考えることにつながる。少しでも地球環境に目を向けられるよう、関連の
本を紹介し、自分の考えを持つよう声かけをする。 

《単元の目標》 

〇段落が果たす役割を理解するとともに、論の進め方や説明の仕方について考え、筆

者の主張を読み取ることができる。             〔知識及び技能〕 

〇「絶滅の意味」を読み、生物の絶滅がどのように人間に影響するかを考え、自分の

考えを持ち、伝えることができる。       〔思考力、判断力、表現カ等〕 

〇人間と自然との関わり方について考え、自ら地球環境について調べ、自分の意見を

持ち、伝え合おうとする。           〔学びに向かう力、人間性等〕 

調べ学習から様々な視点で考えることができる。 

人間が引き
起こしてい
る環境問題
ってこんな
にあるんだ
な。 

環境問題の
解決に向け
て、自分か
ら些細なこ
とでも取り
組んでいき
たいです。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

アンケート結果（R3.６月）        アンケート結果（R4.７月） 

《子どもの感想》 
・私は地球温暖化について調べました。地球温暖化で世界的に二酸化炭素濃度が増加

し、気温の上昇や異常気象が引き起こされています。その他にも、疫病の増加や食

料の不足なども引き起こされる可能性もあります。それらの原因はこの「絶滅の意

味」の主張と同じく人間です。私たちは火力発電を減らしたり、ごみを減らしたり

するべきです。それによって、二酸化炭素が削減できるからです。その他にも、日

頃から節電したり、電気自動車を利用するようにしたりすることが普段からできる

地球温暖化対策だと考えます。後世も快適に生活できるように日頃から意識すべき

なのではないかと思います。 

国語科の読書活動 

身に付けさせたい力 
〇筆者の主張を読み取り、文章に表

れているものの見方や考え方を

捉える力 

〇本や文章などから目的に応じて

必要な情報を読み取る力 

〇自分の意見と必要な情報をまと

め、文章化する力 

具体的な取組 
〇作品のテーマや作者が伝えたい

ことの読み取り方を学ぶ。 

〇伝えたい内容に合わせて必要な

情報を整理する。 

〇環境問題について伝えるための

表現を工夫し、交流する。 

日々の読書活動 

身に付けさせたい力 
〇調べたものから必要な情報を読

み取る力 

〇自分の意見を書くためにどのよ

うな情報が必要かを考える力 

〇伝えたい情報を選び、相手に伝わ

るように表現する力 

具体的な取組 
〇インターネットの情報を鵜呑み

にすることなく、多角的に読み

取る。 

〇読書記録を振り返り、これまで読

んだことがないジャンルの本を

読み、見聞を広める。 

読
書
活
動
の
連
動 
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丹波市立青垣中学校 

３年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児とのかかわり 
教材名：ドキドキわくわくふれあい体験（開隆堂） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 幼児とかかわるときの留意点を

考える。 

 

２ 幼児に適した絵本を選び、読み

聞かせの工夫点を考える。 

【読書活動】 

  絵本をどのようにして読んだら

伝わるのかを考え、練習する。 

 

３ 幼児に対して読み聞かせを行

い、評価をしてもらう。 

 

４ 学んだことを交流する。 

☛☛授業のポイント 
  
 

 
○ゲストである幼児の発達段階に適した絵本の選び方や、読み方など、読み聞か
せの工夫点を考える。 

○読み聞かせを通したふれあいは幼児の想像力を育み、言語や情緒の発達を促す
だけでなく、幼児と共に中学生も満足感や安心感が得られる活動であることに
気付かせる。 

《単元の目標》 

○幼児の発達や生活の特徴に応じたかかわり方について理解することができる。 

〔知識及び技能〕  

○幼児とのよりよいかかわり方について考え、工夫できる。 

〔思考力、判断力、表現カ等〕  

○幼児とのかかわり方について問題を見いだし、課題を設定しようとしている。 

〔学びに向かう力、人間性等〕  

 

読み聞かせを通して、幼児とのよりよい関わり方を考える 

他教科（国語科以外）での読書活動につながる授業実践 

家 庭 科 

うまく伝わ

っているか

な～？ 

どの絵本が、

読み聞かせに

いいかな～ 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

アンケート結果（R3.６月）        アンケート結果（R4.７月） 

 

《子どもの感想》 
・小さい子のために喜んでもらえそうな絵本を考えて選んだり、読み方を工夫し
たりするのがとても楽しかった。５歳児はもう文字も読めて言葉の理解もでき
るので、ダジャレの本を選んで一緒に笑って楽しみたいなと思ったけれど、笑
わせるのはなかなか難しかった。 

・お互いに緊張していたけれど、目線の高さや言葉遣いも意識して接することが
できた。これからも幼い子と接する機会はあると思うので、その時はこの授業
で学んだ読み聞かせを活かして仲良くなりたいと思った。 

家庭科の読書活動につながる取組 

身に付けさせたい力 
○読み聞かせを通して、幼児の心身

の発達段階に応じたかかわり方

を工夫する力 

○幼児の反応に合わせて、読む速さ

や表情などを工夫しながら表現

する力 

具体的な取組 
○ペア学習として読み聞かせを行

い、互いにアドバイスし合う。 

○他の生徒が読み聞かせをしてい

るときの幼児の反応などを観察

し、良かったところや工夫すべ

き点などを発表する。 

日々の読書活動等の取組 

身に付けさせたい力 
○幼児の発達段階に応じて本を選

び、起承転結や表現の仕方を考え

る力 

○具体的な目的意識をもって、関連

する本を多読する力 

 

具体的な取組 
〇様々な絵本に触れ、工夫の仕方、

興味の引き方などを考えながら

読む。 

○昔からの絵本と現在の絵本を比

較しながら読む。 

取
組
の
連
動 
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丹波市立青垣中学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読書習慣を身に付けさせる取組 

おすすめ本のポップを作ろう 

《取組の流れ》 
〇読んだ本の感想やおすすめポイント、キャッチフレーズをカードに書き、手に取り
たくなるようなポップを作成する。 

〇自分の書いたポップをもとにビブリオバトルを行う。グループで本の交流をし、チ
ャンプ本を決定する。その後、クラスでチャンプ本を発表する。 

〇ポップは図書室に掲示し、目に留まりやすい位置に置く。また、図書新聞を発行
し、チャンプ本の紹介をする。 

子 ど もの 変容と 課 題 

☛☛取組のポイント 

子どもの変容 

・「〇〇さんが紹介した本を、読んでみたい」と借りに来る生徒や、ポップを見て

本を手に取る生徒が増えた。 

課 題 

・ジャンルに偏りが出るため、新書などの本は少数であった。ジャンルごとの紹

介を図る必要があった。 

ポップを作成する 
 

ビブリオバトルをする 

〇友達が紹介した本に興味を持ち、様々な本に
触れ、読書の幅が広がるように支援する。 

〇魅了するキャッチフレーズを考え、本のおも
しろさを伝える。 

 

〇自分の感想や考えを持ちながらビブリオバトルを行い、魅力的な発表になるよう
工夫して発表する。 

〇聞き手はメモを取り、おすすめポイントをまとめ、チャンプ本を選んだ理由を伝
えるようにする。 
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丹波市立青垣中学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

リーディングスキルの問題を解いている生徒の様子 

 

１人１台端末を活用した読書活動 

リーディングスキル向上の取組 

《取組の概要》 

○毎週水曜の朝にタブレットを使って、リーディングスキル向上に向けた問題を解

き、正しい読解ができているか確認する。 

○「キーワードは何だったのか」「正解の根拠は何なのか」などをペアトークするこ

とで読解力の向上を図る。 

○結果を職員室に掲示し、発問や板書等の工夫につなげる。 

☛☛取組のポイント 
 

○何度も読むことで、正し
い解答を選べるように指
導する。様々な分野の問
題を解き、読むことに対
して苦手意識を減らして
いく。 

解答後のペアトークをする生徒の様子 

 

☛☛取組のポイント 
 

○文章のどこに注目するの
か、問題文に正対できてい
るかなどを話し合い、正し
く読むことを意識させ、読
解力の向上を図る。 

文章のこの部分に注目して、読解
するといいよ！ 
もう一度チャレンジしてみよう！ 
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南あわじ市立松帆小学校 

２年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科での読書活動を生かした授業実践 

どうぶつのひみつをさぐろう 
教材名：ビーバーの大工事（東京書籍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 学習課題を確かめ、学習の見通しを

立てる。 

２ 教材文から、ビーバーのダム作りの

様子とビーバーの巣作りの様子につい

て読み取る。 

３ 紹介したい動物を決め、調べる方法

を知る。 

４ 調べるための本を選び、分かったこ

とを書き出す。 

５ 自分が調べた動物について、クイズ

を作る。 

６ 「動物クイズ」を友達と出し合い、

感想を伝え合う。 

☛☛授業のポイント 
  
 

 
〇調べたことをもとにクイズを作ることは、
より多くの知識と理解を必要とするため、
自然と深い読みにつながる。 

〇教室内に本を準備しておくことで、授業中
だけでなく休み時間にも調べる姿が見られ
た。本は近い場所にあればあるほど、調べ
活動の活性化にもつながる。 

前に読んだと
ころに付箋を
貼っているの
で、素早く必
要なページを
探し調べてい
きます。 

《単元の目標》 

〇事柄の順序など情報と情報との関係について理解することができる。 〔知識及び技能〕 

〇動物について書かれた本や文章などを読んで、文章の中の重要な語や文を考えて選び出す

ことができる。                   〔思考力、判断力、表現力等〕 

〇言葉がもつよさを感じるとともに、楽しんで読書をし、調べたことを動物クイズにして伝

え合おうとする。                  〔学びに向かう力、人間性等〕                      

クイズを作ろうとする意欲が深い読みにつながる。 

学級文庫の整理 

・読んで楽しいどうぶつえんガ

イド 

・くらべてみよう！どうぶつえ

んの赤ちゃんパンダ  

など 

みんなこぞって
本を取りに行き
ます。自席に戻
るまでの間にも
本の内容が気に
なり友達と情報
交換をしていま
す。 
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日々の読書活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・本で調べるのが好きになった。 
・本で調べるのが大変だったけど、調べるのが上手になった。 
・知らなかったことも本を読んでいっぱい分かったことがあった。 
・モモンガのことをよく知らなかったけど、本で調べたら 4 本の前足指がある
ことを知った。調べてから、もっとモモンガのことを調べたいと思った。 

 

国語科の読書活動 

身に付けさせたい力 

〇自分が知りたいことに関係のある

大切な言葉や文に着目しながら本

や文章を読む力 

〇知りたいことに関係する事柄につ

いて粘り強く調べる力 

具体的な取組 
〇教科書教材での学習時に、大切な

言葉や文の読み取り方を学ぶ。 
〇様々な動物のクイズの本を読む。 

身に付けさせたい力 

〇知りたいことが書かれている本

を選ぶ力 

〇友だちとストレスなくコミュニ

ケーションをとる力（語彙力） 

具体的な取組 
〇教室に「先生のおすすめコーナ

ー」などの特設コーナーを設け本

に興味を持たせると共に、興味が

冷めないうちに読める環境を作る。 

〇教室内に置く本は、偏りがないよ

うに様々なジャンルのものを置

く。 

読
書
活
動
の
連
動 

気になること
があればすぐ
に索引で調べ
ようとする姿
が見られるよ
うになった。 

本に興味を持ち春夏秋冬それぞれの季節に応じた本を探して読書する姿も見られる

ようになった。お気に入りの本を手に「先生読んで」と言ってくる児童もいた。 
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南あわじ市立松帆小学校 

３年生 
 

単元名 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けんこうな生活  教材名：体のせいけつとけんこう（東京書籍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習の流れ》 
１ 毎日の生活で、体を清潔にする

ことは、なぜ必要なのかを考え

る。 
 

２ 体の清潔と健康な生活との関わ

りについて考える。 

 【読書活動】 

汗の働きや汗をそのままにして

おくとどうなるのかについて、教

科書に掲載されていない情報を調

べ、自分の考えを持ち発表する。 
 

３ めあてのふり返りをする。 

☛☛授業のポイント 
  
 

 

○本や資料から、体の構造や汗の仕組みについて
知ることで、目に見えない体の仕組みについて
自分事として捉えることができるように気付か
せる。 

○本や資料から探し出したことをもとに発表する
ことで、本や資料によって、書き方・構図・挿絵・
表現の仕方などが違うことに気付き、本への興
味・関心が高められるようにする。 

「読書」リスト 

・人のからだ⑤ 

 うんこ・おしっこ・いきと汗 

・人のからだ    

など 

自分が何の本か
ら情報を得たの
かをみんなに伝
えた後に自分の
意見を発表。 

《単元の目標》 

〇健康を保持増進するには、運動、食事、休養及び睡眠の調和のとれた生活など 1 日の生活の

仕方が深く関わっていること、体を清潔に保つことや生活環境を整えることが必要であるこ

とを理解することができる。                    〔知識及び技能〕 

〇健康な生活に関わることから、課題を見つけ、健康な生活を目指す視点から、図書を通して

解決の方法を考えたり、調べたりしたことを伝えている。  〔思考力、判断力、表現力等〕 

〇学習活動で取り組む中で、図書や調べ学習から健康な生活の大切さに気づき、健康な生活に

ついての学習に進んで取り組もうとしている。      〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

本の内容と照らし合わせながら、根拠をもって発表させる。 

他教科（国語科以外）での読書活動につながる授業実践 

体 育 科 

先ずは一人で調
べて自分の意見
を持った後に、
お互いの調べた
ことについて情
報交換。ここで
新たな疑問や発
見があります。 
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子 ど も の 変 容 と 学 び の 深 ま り 

《子どもの感想》 
・本や図鑑とインターネットの記事の内容を比べると、本や図鑑は、作者の言い
たいことが挿絵を見ただけで伝わってきた。 

・すぐにインターネットで調べられる良さもあるけれど、本の良さが分かった。 
・汗の成分の中に含まれている脂を目にすることはなかなかできないけど、靴下
の汚れを実際に見て、本や図鑑に書かれていることが本当であることが分かっ
た。 

取
組
の
連
動 

体育科の読書活動につながる取組 

身に付けさせたい力 

〇本や図鑑から必要な情報を得る力 

○必要な情報を読み取る力 

○単に体のことだけを調べるのではな

く、「食事・運動・睡眠」が大切であ

るところまで読み取る力 

○学んだことを今後の生活に生かす力 

日々の読書活動等の取組 

身に付けさせたい力 

〇調べたいことから派生した疑問に

も目を向け自ら本を探し選ぶ力 

○家族で学んだ事を共有し、日々の

生活に活かす力 

○国語科の「目次や索引から調べ

る」を活用する力 

具体的な取組 

〇本や資料で調べたことを分かった

ことを班や学級で交流する。 

○教科書に書かれていることと照ら

し合わせながら、本単元の内容を

深めていく。 

具体的な取組 

〇興味や学習意欲が高められるよう

に、教室に学習単元に沿ったコー

ナーを設けて読書活動を進める。 

○学校司書や市内図書館に協力を得

ながら、児童の発達段階に応じた

本選びを行う。 

必要な本

がいつも

教室にあ

ることで

自然と調

べる習慣

が身に付

きます。 
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南あわじ市立松帆小学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読書習慣を身に付けさせる取組 

ふれあい読書（親子読書） 

《取組の流れ》 

○ふれあい読書（親子読書）の日の設定…毎月第 3 土曜に実施 

①読み聞かせコース（家の人が読み聞かせをする） 

②聞いてねコース（子どもが読み聞かせをする） 

③一緒に読書コース（それぞれが好きな本を家族同じ空間で読む） 

④本の紹介コース（子どもが読んだ本を家の人に紹介する） 

⑤アイデアコース（家庭で考えた取り組み） 

上記の５つのコースの中から好きなコースを選んで実施。 

子 ど もの 変容と 課 題 

☛☛取組のポイント 

子どもの変容 

・本を上手に読めるようになり、本を読む嬉しさ楽しさを味わうことで、自信を持て
るようになった。 

・親との距離が縮まり親子関係が改善された結果、落ち着いて行動できるようになっ
た児童が増えた。 

課 題 

・ふれあい読書等を通じて、少しでも時間があれば本を読もうとする態度をいかに育
てることができるかが課題。読書嫌いだからではなく、読む習慣がないために不読
者になることが多い。小学生の時期に読書習慣を作っておくことは、将来本を読む
習慣のある生活づくりにつながる。 

・ふれあい読書で読む本の選定は、保護者個人で選定するのには負担が大きいため、
学校司書の協力を得て親子関係の深化につながるような本を紹介していく必要が
ある。 

毎月 1 回の実施 

選択肢を持たせる 

○毎月 1 回実施することで、保護者の過度な負担にならず継続して実施できる。 
○「第 3 土曜はふれあい読書の日」とすることで、忘れずに実施することができる
ので、習慣化することができる。 

○5 つのコースの中からそれぞれの家庭にあったコースを選んで実施するので、保
護者の負担になりにくく、長く続けることができる。 
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南あわじ市立松帆小学校 
 

取組名 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

読み聞かせ動画の画面。はじめの本の紹介の

時には本と人物が映ります。本文に入ると手

とページをめくる様子のアップになります。 

 

１人１台端末を活用した読書活動 

読み聞かせ動画の配信 

《取組の概要》 

○図書委員、図書ボランティア、教員が作成した読み聞かせ動画を共有フォルダに

保存しておく。 

○全校生は休み時間、テスト終了後、給食後など隙間の時間にタブレット端末で視

聴する。 

☛☛取組のポイント 

○読み聞かせの本は３～５分ほど
で読める絵本が基本です。短時
間で読み切ることが大切です。 

○読み手が伝えたい内容の本を読
むのもいいでしょう。 

○読み聞かせの本は学校司書が常
に 20 冊程度職員室に準備して
います。本の選定に迷ったらそ
こから選びます。 

ページをめくる様子を撮影するこ
とで、臨場感が増します。 

読み聞かせ動画を視聴する児童の様子 

 ☛☛取組のポイント 

○タブレットはいつでもすぐに隙間
時間を使って動画を視聴できるよ
うに、机横の手提げかばんの中や
机の中などすぐに手元から出せる
所に保管しておくことが大切で
す。 

○小学生の時期に、読書習慣を作る
ことが大切です。 

読み手から最後に「この本のシリー
ズは面白いのでぜひ読んでくださ
い」など、一言メッセージをつける
と読書意欲が更に湧いてきます。 
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市町教育委員会 

の実践 

■読書活動の推進に向けた支援 

■１人１台端末を活用した読書活動の推進 
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読書活動の推進に向けた支援 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１人１台端末を活用した読書活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

芦屋市教育委員会の読書活動に関する取組 

取組名 

☛☛取組のポイント 
〇各校の貸出し冊数や、ス
タンプラリーカードの提
出状況を毎月調査する。 

→貸出し冊数や提出数が多
い学校の取組を研修会で
周知する。 

→各校に訪問指導する。 

《取組の概要》 

〇スタンプラリーについて 
子どもたちが本を１冊読むごとに、市教

育委員会が配布するスタンプラリーカード
および読書記録カードを記録する。 
 

〇表彰 
→小学校１～３年生は、150 冊で達成 
→小学校４～６年生は、100 冊で達成 
スタンプラリーカードのゴールに到達す

ると、教育委員会が一人一人に向けて表彰
状を作成し、各校へ送付する。 
 

〇達成状況 
R３年度は 820 人が達成した。これは市

内小学生の 18%におよぶ。 
④図書館へ応募する 

読書スタンプラリー 

取組名 

《取組の概要》 

〇R３年度より市立図書館で電子図書の貸
出しを可能にした。 

〇市立小中学校向けに各学校を通じて、
登録方法の案内チラシを配布。 

〇電子図書館のブックマークをアイコン
として児童生徒のタブレットにも表示
し、利用の促進を図る。 

〇電子図書館の蔵書については、市立図
書館担当者と、学校図書館司書補助員
で協議し、児童生徒の読みたい本や、
学校の学習活動で利用しやすいものを
積極的に購入する。 

電子図書館を活用しよう 

☛☛取組のポイント 
○タブレットにもアイコンとし
て表示したことで、電子図書
館の利用率が高まった。 

○児童生徒の成果物（自作図鑑
など）も電子図書館上に掲載
することで、「表現の場」とし
ても電子図書館を活用してい
る。 

スタンプラリーカード 

85 



                 
 

読書活動の推進に向けた支援 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１人１台端末を活用した読書活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

取組名 

伊丹市教育委員会の読書活動に関する取組 

☛☛取組のポイント 
〇学校図書館と市立図書館
と連携することで、児童
生徒を読書へ誘う環境づ
くりに向けて取り組むこ
とで、読書活動の推進を
図る。 

《取組の概要》 

〇「夏休みすいせん図書」選定 
図書館教育担当者会と「ことば蔵」司書

が発達段階に応じた「夏休みすいせん図
書」を選書し、児童生徒に紹介 

〇学校司書との連携 
・調べ学習用図書等の団体貸出 
・学校司書研修会における研修や交流 

〇ビブリオバトル中学生大会 
・市内 6 中学校の代表生徒が参加 
 各中学校が国語科の授業で実施 
・講演会の実施 
・参加者 40 人 チャンプ本 

伊丹市立笹原中学校 

2 年生 荒川 葵
き

咲
さき

さん紹介 

『本日は、お日柄もよく』 

（原田マハ・著） 

伊丹市立図書館「ことば蔵」との連携 

取組名 

《取組の概要》 

〇研修「読書活動における ICT 機器の活用
について」を実施 

 
〇ICT 機器を活用した読書活動の実践の交
流 

 ・1 人１台端末やＨＰを活用した図書委
員や先生からのおすすめ本の紹介 

 ・電子黒板、書画カメラを用いた読み聞
かせ活動等 

 
〇1 人 1 台端末を活用した学校図書館の活
性化への方策等の協議・交流 

図書館教育担当者会・学校司書研修会の充実 

☛☛取組のポイント 
〇読書活動の推進における 1
人 1 台端末の活用方法やそ
の効果について、各学校の実
践等を共有し、取組を広げて
いく必要がある。 

〇図書館教育担当者や学校司書
の理解や資質向上が求められ
る。 
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読書活動の推進に向けた支援 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１人１台端末を活用した読書活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

川西市教育委員会の読書活動に関する取組 

取組名 

☛☛取組のポイント 
〇テーマについてグループ協
議をする時間を設定し、読
書活動推進教員が助言を行
った。 

→意見交流することで、連携
を深めるきっかけになり、
市内の読書活動の推進の活
性化につなげる。 

《取組の概要》 

〇研修会テーマ 
子どもも大人も楽しんで取り組む読書活

動ををめざして 
〇対  象 
学校司書 市内教職員 

〇主な内容 
 ①読書活動推進計画について 
 ②子どもたちが楽しく学べる学校図書館づ

くりについて 
 ②子どもたちが進んで活動したくなる学校

図書館運営について 
 
  アンケート 
・読書活動を学校全体で推進できるように、協力して
いきたいと思います。 

・学校司書と協力しながら、子ども達が本に親しむき
っかけを作っていけたらと思います。 

読書活動推進教員を中心とした研修会の実施 

取組名 

《取組の概要》 

〇中央図書館の学校支援についての研修
を行った。 

〇対  象 
学校司書 市内教職員 

〇内容 
 ①団体貸出による読書支援 
 ②かわにし電子図書館の利用による読

書支援 
 
 
 
 
 

電子図書館の利用を推進する取組 

☛☛取組のポイント 
〇新型コロナウイルス感染症の
影響を鑑み、中央図書館が取
り組んできた学校支援につい
て情報共有する。 

→学校と地域の図書館との連携
を深める。 

アンケート 
・中央図書館の団体貸出しは、ぜひ利
用したいと思います。 

・電子図書館を、生徒のタブレットで
閲覧できるのは大変助かります。選
書に余裕が生まれます。 
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読書活動の推進に向けた支援 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１人１台端末を活用した読書活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加古川市教育委員会の読書活動に関する取組 

取組名 

☛☛取組のポイント 
市立図書館と連携した取組をす

すめることで、児童生徒にとっ
て、図書館だけでなく、本や読書
が身近なものになる。 

 

《取組の概要》 

〇図書館教育担当者会や児童クラブで、「図
書館見学」や「おはなし会」、「団体貸出制
度」の案内と周知 

○司書が学校へ出向いて、「おはなし会」や
「読み聞かせ」、「ブックトーク」を実施 

  →読書の楽しさを味わったり、興味関心
を引き出したりする 

○学校から児童が図書館を訪問し、司書によ
る「図書館たんけん」を実施 

  →図書館のよさや工夫について知る 
○学校からの依頼により、授業内容に基づい
たテーマの本を収集し、貸出を行う 

  →学校図書館にはない資料を提供するこ
とで、調べ学習を支援 

 
 

公共図書館と学校園のつながりを生かして 

取組名 

《取組の概要》 

〇読書活動推進校で取り組んでいる「読
書手帳」のデジタル版のデータを、「加
古川市教育ポータルサイト」に掲載。 

○市内の教職員の端末からダウンロード
し、各学校の実情に応じ、修正、変更
して活用できる。 

○市内の児童生徒の 1 人１台端末を活用
することができる。 

デジタル版「読書手帳」の活用 

☛☛取組のポイント 
○市内全ての教職員の端末から
ダウンロードが可能で、各校
の実情に応じて変更して使用
することもできる。 

○児童生徒の１人１台端末を活
用するため、進級や進学して

も、読書記録として蓄積する
ことができる。 
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読書活動の推進に向けた支援 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１人１台端末を活用した読書活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

播磨町教育委員会の読書活動に関する取組 

取組名 

様子がわかる写真 

☛☛取組のポイント 
〇町立図書館と連携し、対
象を小学生から大人まで
広げて実施する。 

 

→地域全体や家庭内に 
おける読書活動の活性化 

《取組の概要》 

〇応募テーマ 
日常の素朴な疑問や郷土の歴史等、図書

館を使って調べた内容 
〇対  象 
地域に在住・在学・在勤の小学生～大人 

〇授 与 賞 
町長賞、教育長賞、図書館長賞 
審査委員会賞、ジョセフ・ヒコ賞 
奨励賞、佳作 

〇応募方法 
①テーマを決める 
②本で調べる 
③まとめる 
④図書館へ応募する 

入選作品例 
｢夏の王様スイカずかん -おにわ
でスイカをそだてたよ！-｣ 

｢食虫植物は超能力植物！？ 
｢９さいのぼくからみた選きょ｣ 
｢大中遺跡徹底調査！～調べて・
つくって・竪穴住居～｣ 

図書館を使った調べる学習コンクール 

取組名 

《取組の概要》 

〇子ども読書推進計画に則り、全小中学
校において読書の時間を設定する。 

〇朝の読書、昼の読書など数十分程度の
読書時間を継続確保して、読書に親し
ませる。 

〇学校図書館および電子図書館の中か
ら、自分スタイル 
で読書を進める。 

〇各教科の調べ学習 
や国語科での並行 
読書材として電子 
書籍を活用する。 

 
 
 
 

町立電子図書館を活用した読書活動 

☛☛取組のポイント 

〇自分スタイルを見つけて、
読書活動に取り組むことが
できる。 

 

○学校図書館同様に町立電子
図書館を活用した調べ学習
や並行読書材として活用。 

 
〇町立図書館と連携した読書
活動を推進。 
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読書活動の推進に向けた支援 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１人１台端末を活用した読書活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

三木市教育委員会の読書活動に関する取組 

取組名 

☛☛取組のポイント 
 

〇毎月、三木市立図書館から学校に新着リス
トや貸出申込書を送付し、活用を促してい
る。授業で使用したり、児童生徒が自由に
読んだりする本を、児童生徒のリクエスト
や希望選書内容をもとに図書館司書が選定
し提供することで、本への興味・関心が高
まり、読書の幅が広がっている。 

 

→地域全体や家庭内における読書活動の 
活性化 

《取組の概要》 

〇「学級文庫」 

貸出可能冊数：１クラス 50 冊まで 

貸出期間：１学期間 

〇「スポット貸出」 

貸出可能冊数：１クラス 20 冊まで 

貸出期間：２週間 

 

※スポット貸出の例 

小１：20 冊（自動車の本） 

小２：40 冊（2 年生が主役の本） 

小３：40 冊（すがたを変える大豆） 

小４：60 冊（伝統工芸の本） 

小５：40 冊（伝記【生き方・考え方】） 

小６：17 冊（宮沢賢治の本）  

中学：20 冊（オリンピック・パラリンピック） 

等   

児童生徒や教員のリクエスト本を提供する取組 

取組名 

《取組の概要》 

〇児童生徒の１人１台端末で普段
から活用している学習 e ポータ
ル内に、無償配布版の電子書籍
を導入した。 

 
〇児童生徒はタブレットで web
閲覧する際は、必ず学習 e ポー
タルに入るため、いつでも、す
ぐ、電子書籍を見たいと思った
時に、読書することができる。 

 
〇無償配布版ではあるが、数や種
類が一定程度揃えられており、
電子書籍で活字を見る良い機会
としても活用を進めている。 

学習 e ポータル内に電子書籍を導入した取組 

☛☛取組のポイント 
〇電子書籍の場合、検索することですぐに見
たいと思う書籍を探し出せることや収納場
所の必要がないこと、文字を拡大縮小でき
ること等メリットが多い。 

〇電子書籍の良さと紙媒体の良さを児童生徒
自身が考え、使い分けして、読書活動を進
められるようにしていく。 
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読書活動の推進に向けた支援 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１人１台端末を活用した読書活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

姫路市教育委員会の読書活動に関する取組 

取組名 

☛☛取組のポイント 
〇自分の考えについて、
結論は独断でかまわな
い。ただし、自分なり
の理由を述べること。 

例「テーマ『・・・』に
ついて、○〇と▲▲が
わかりました。2 つの
情報から私は◇◇と考
えました・・・」 

 

《取組の概要》 

〇概 要 
市立城内図書館で実施し、各校の図書担当者

と学校司書が共に参加し、実際に調べ学習を体
験することにより、自校での学校司書と連携し
た「調べ学習」支援につなげる。 

〇対 象 
 市立小学校図書館担当者及び学校司書 
〇講義・演習（講師：城内図書館司書） 
 ①図書館における調べ学習 
「教科書を活用して情報収集力を身に付けよう」 

 ②図書館を使った調べ学習の体験 
・テーマを決める 
・テーマと比べるもの、広げる方向を考え、 

2 冊目の本を探し、2 つの情報を書き出す 
・２つの情報からテーマに関する自分の考え 
をまとめる 

〇「ひめじ図書館を使った調べ学習コンクール」 

図書館資料を使った調べ学習ワークショップ 
～学校司書と連携した「調べ学習」支援～ 

取組名 

《取組の概要》 

〇市立小中学校の実践事例を紹介 
（姫路市は、「Chrome ブック」を使用） 
①ICT を使った学校司書による学習支援 
 ・学校図書館サイト 
 ・サイトを使ったブックトーク 
 ・リモート読み聞かせ 
 ・生徒の制作中のスライドに、コメン

ト機能を使ったアドバイス 
 ・リモートビブリオバトル 
②図書委員会の活性化 
 ・「スライド」で図書通信づくり 
  図書委員、先生のおすすめの本 
 ・「クラスルーム」で宣伝 
 ・「フォーム」で読みたい本アンケー

ト（集計・集約） 
 ・図書委員への連絡 

 
 
 

学校司書研修「学習・情報センターとして学校図書館ができること 

          ～１人１台端末を活用した読書活動の取組紹介～」 

☛☛取組のポイント 
〇子どもと本とをつなげる道具がICT 
〇教職員との連携が必須 
〇「わくわく」の先に、学びがある 
〇「調べる」（検索）に加え、「まとめ
る」「伝える」3つの機能 

読み聞かせ    アンケート 
 
 
 
 
 
 
         図書だより 
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１人１台端末を活用した読書活動の推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

読書活動の推進に向けた支援 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

取組名 

たつの市教育委員会の読書活動に関する取組 

取組名 

☛☛取組のポイント 
〇『子どもたちに読んでほしい本』のリスト
をタブレット端末で閲覧できるようにする
ことで児童生徒の選書に役立てる。 

《取組の概要》 

〇市内小学校において取組を進めてい
る家庭学習を支える補助教材「学び
帳」に『子どもたちに読んでほしい
本』リスト「本のたからばこ」を掲
載。 

〇リスト作成は、市立図書館、学校図
書担当と連携し、専門的な知見を取
り入れた子どもたちにおすすめの本
を選書した。 

〇「本のたからばこ」は低学年・中学
年・高学年の３段階にレベル分け
し、選書を行い、児童生徒の読書意
欲を高める紹介文を記載している。 

〇「本のたからばこ」は市内で共有で
きる Google ドライブに保存し、冬
季休業中等のタブレット端末の持ち
帰りの際に閲覧できるようにした。 

タブレット端末に「本のたからばこ」を掲載 

《取組の概要》 

〇文部科学省が策定した第６次
「学校図書館図書整備等５か
年計画」を受け、本市におい
ては、新聞配備の予算化を行
った。 

〇小学校においては、一般紙 1
社、子ども新聞１社、中学校
においては一般紙２社の購読
希望を取り、複数紙配備を行
った。 

〇各校、児童生徒の目につきや
すい場所にコーナーを設ける
などして、新聞を日常的に読
む環境を整えている。 

たくさんの新聞にふれよう 

☛☛取組のポイント 
〇新たな新聞が届くと、古い新聞は図書室に移
し、多くの児童生徒が新聞にふれられるように
する。 

〇記事の内容に合わせて「〇〇の授業で使える新
聞」というように分類したコーナーを設け、授
業で新聞を活用できるようにしている。 
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読書活動の推進に向けた支援 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１人１台端末を活用した読書活動の推進 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太子町教育委員会の読書活動に関する取組 

取組名 

☛☛取組のポイント 
○各校担当者、町立図書館、学
校司書が情報交換を行う会を
定期的に開く。 

○配架や選書などについて、町
立図書館職員などのアドバイ
スを参考に各校図書室の環境
整備を行う。 

《取組の概要》 

〇「図書館教育担当者会」を定期開催し、各
校図書館教育担当者、学校司書、町立図書
館が情報交換を行う。 

〇配架や選書についてのアドバイスを町立図
書館職員、学校司書から得る。 

〇小学校・中学校の担当者が互いに、図書室

の環境整備や読書活動推進の取組を共有し
て勤務校へもち帰る。 

○学校司書（各中学校へ配置）を活用し、図
書室の配架や掲示などの工夫を行う。 

例）・おすすめの本のコーナー 
・NDＣ分類に基づいた配架 
・季節の飾り、詩や文章の一節を掲示 

○町内小中学校の図書室が、共通の視点をも
ちつつ、各校で特色ある環境整備を行う。 

公立図書館、学校司書と連携した図書室の環境整備 

取組名 

《取組の概要》 

〇Google Meet を利用して、学校司書やボラ
ンティア等による読み聞かせを実施する。 

〇複数の教室に対して、同時に行うことによ
り、多数の児童生徒を対象に実施すること
ができる。 

〇読み手や他教室と感想の交流を行うことも
可能である。 

○活動のねらいや状況に合わせて、スクリー
ンに投影したり、個人の端末で視聴させた
りする。 

○本の提示の仕方、撮影の仕方など、推進校
の実践事例を町内で共有し、参考にしなが
ら、各学校で方法を工夫して行う。 

○読み聞かせに限らず、１人１台端末を活用
した読書活動や図書の利用について、各校
からの実践事例報告を町内で共有し、今後
も取組を推進する。 

オンラインを活用した読み聞かせの推進 

☛☛取組のポイント 
〇同時に複数の教室で読み聞かせ
を実施することができるため、
一度に多数の児童生徒が参加で
きる。 

○端末とオンライン環境があれ
ば、手軽に行うことができる。 
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読書活動の推進に向けた支援 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市立図書館と小学校との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

取組名 

豊岡市教育委員会の読書活動に関する取組 

取組名 

☛☛取組のポイント 
○但馬・豊岡にゆかりのある
話・人・自然や生き物など、
「地域に関する本」の推薦図
書もある。 

『但馬の民話』 
『こうのとりのカータ』等 

《取組の概要》 

〇乳幼児、小学校低学年、小学校高学年、中学
校と発達年齢に合わせて選書している。 

 

○市立図書館司書と幼稚園・小学校・中学校の
教員が選定委員となり、推薦図書を選んでい
る。 

 

○推薦図書一覧を毎年度はじめに園児児童生
徒に配布したり、市教育委員会のホームペー
ジに掲載したりして周知を図っている。 

 

○推薦図書例 
幼稚園：『せんろはつづく』 
小・低：『わんぱくだんのひみつきち』 
小・高：『ドリトル先生アフリカゆき』 
中学校：『ぼくはイエローでホワイトで、 
     ちょっとブルー』  

豊岡市推薦図書の選定と周知 

《取組の概要》 

〇市立図書館の司書・職員が小学校の図書
委員会の活動を支援した。 

 

○取組内容は、おすすめ本のポップづくり
指導、読み聞かせ指導、選書のアドバイ
ス、図書室イベントの補助など。 

 

○市立図書館の本館と５つの分館が、それ
ぞれの近隣６小学校と取り組んだ。 

 

○児童が図書館を訪れたり、図書館司書・
職員が学校を訪れたりして活動した。 

図書館リーダー育成研修会の実施 

☛☛取組のポイント 
○図書館が図書委員会の児童に取
組を提案するだけでなく、児童
からの希望を聞きながら取組内
容を決めた。そのため、活動内
容・方法が一律でなく、学校に

よって特色が出ている。 

おすすめの本のポップづくりの様子 
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読書活動の推進に向けた支援 

 

取組名 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読書活動の推進に向けた支援 
 
 
 

取組名 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

香美町教育委員会の読書活動に関する取組 

☛☛取組のポイント 
〇香美町 3 つの町民運動
「読書・あいさつ・体力
づくり」の一環。 

〇教育委員会と企画課、及
び一般社団法人と連携。 

〇JR 山陰線の利用促進の一
契機としても期待。 

★「無人駅待合室に推し本の図書館」 

《取組の概要》 
〇無人化された JR 香住駅待合室の壁一面の本棚を
「図書館」として使用する。 

〇香美町が約 1400 万円をかけて改修。内装を木
目調で統一。窓に面したカウンター(８席)や円
卓４台、無料 Wi-Fi を完備した。 

〇これまでは、壁一面に設けられた本棚の一部に
子ども向けの本が置かれているだけの状況であ
った。 

〇11/19 に推薦本を並べるイベントを開催した。 
① 薦めたい一冊を持ち寄り、本と一緒に飾る

「紹介ポップ」と「代書板」の制作をした。 
② 代書板の側面に借りた日と返却予定日、メッ

セージが書き込める。 
〇旅行者でも次に訪れる日を書き込めば利用可
能。香美町とのつながりを創生。 

ステーション図書館プロジェクト 

外部機関、地域ボランティアとの連携・協力 

《取組の概要》 

〇学校園でのブックトーク授業への町図書館司

書の派遣。 

〇小・中学校へ、推薦図書を貸し出す（2 カ月

単位）「ほんわか文庫」活動。 

〇中央公民館との連携による読み聞かせグルー

プ（7 団体）の協力。 

〇図書館司書や町教委担当、各グループ等との

情報交換会。 

〇絵本の読み聞かせ研修会の実施。 

〇公募による学校図書館ボランティアとの連携

による、図書室整備等の協力、支援。 

〇小・中学校図書館教育担当者会および研修会

の開催。 

☛☛取組のポイント 
〇授業や図書館司書から学んだ
中学生が、ブックトークや読
み聞かせを校区の小学生を対
象に実施する。 

〇校長先生や、国語科以外の教
員による読み聞かせを定期的

に行う学校も生まれた。 
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読書活動の推進に向けた支援 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１人１台端末を活用した読書活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丹波市教育委員会の読書活動に関する取組 

取組名 

☛☛取組のポイント 
〇市立図書館と連携し、児童
生徒の読書の成果を地域に
発信することで、地域全体
や家庭における読書活動の
活性化を図る。 

《取組の概要》 

〇児童生徒の読書意欲を喚起し、読書習慣の
形成を図るため、読書量の多い児童生徒を
読書マイスターに認定する。 
〇読書実施期間 

10月～12月の 3ヶ月間 
〇対象 
小学校 1～3年 50冊以上、小学校４～6 
年 25冊以上、中学生 10冊以上の読書をし
た児童生徒 
〇読書マイスターは『みんなにすすめたい一
冊の本』の紹介ポップを作成する。 
丹波市立図書館（6館）に紹介ポップを展
示し、市民に周知する。 

読書マイスターの認定  

取組名 

 

《取組の概要》 

〇令和４年 10月より『たんばし電子図書
館』がスタートした。児童生徒の学校での
活用を推進するため、家庭に利用の登録を
呼びかけるとともに、1人 1台端末の児童
生徒用学習ポータルサイト（学びのサイ
ト）に、『たんばし電子図書館』のホーム 
ページへのアイコンを表示している。 

〇電子書籍を活用した朝読や 
家（うち）読の推進に向け、 
丹波市情報教育研修会におい 
て、各校での取組の啓発を図 
る。 

☛☛取組のポイント 
〇学校、家庭を問わず、様々
な場所や時間を活用した読書
が可能となる。電子書籍の活
用により、児童生徒の読書の
幅を広げることが期待でき
る。 

『たんばし電子図書館』の活用 
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読書活動の推進に向けた支援 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オンラインを活用した読書活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

南あわじ市教育委員会の読書活動に関する取組 

取組名 

☛☛取組のポイント 
〇市の読書活動推進員が中心
となり、市内全小中学校で
同じ取組みを進めている。 

〇学力、情操、対人関係等の
基礎を養うために「読み聞
かせ」活動を推進してい
る。 

《取組の概要》 

〇外部講師による授業 
全小中学校において外部講師を招聘し、読書

活動（絵本の読み聞かせ、ブックトークなど）
を取り入れた授業を実施した。 

〇外部講師による研修 
全小中学校において、読書活動についての教

職員研修を実施した。 
〇「読み聞かせ」活動の推進 
・全教職員 ・地域ボランティア ・ALT 
・異学年間の読み聞かせ 
・異校種（小中）間の読み聞かせ 
・家庭での読み聞かせ 
・読み聞かせしたい本を職員室に置き、教職員
間で情報共有をする（学校司書が選書） 

◎「読み聞かせ」活動の取組みにより、本好きの
児童生徒の増加や学習・生活環境づくりなどに
成果が見られる。 

「読み聞かせ」のススメ 

取組名 

《取組の概要》 

〇市立図書館と小学校をオンラインでつなぎ、
図書館見学を実施した。 

〇内容 
(1)図書館ツアー(オンラインで館内を案内) 
(2)質問タイム(児童からの質問に職員が回答) 
(3)ブックトーク・読み聞かせ 
(4)振り返り 
〇リアルタイムでつながっているので、児童生
徒の反応に合わせて図書館見学を進めること
ができた。 

〇本を読むこと
への興味につ
ながった。 

子どもが集まる魔法の図書館プロジェクト 
～オンライン図書館見学～ 

☛☛取組のポイント 
〇移動の時間や手段を考える必
要がなく、市立図書館と学校
をリアルタイムでつなぐこと
ができる。 

〇臨場感のある双方向のやり取
りができる。 

〇市立図書館と連携し、市内全
校に取組みを広げていく。 

児童の感想 
・思ったよりたくさんの本があってび
っくりした。 

・たくさん本を読んでもらうために工
夫していることが分かった。 

市立図書館職員の感想 
・市立図書館を知ってもらうよいきっ
かけになった。 

・「今度行きたい」といううれしい感
想があった。 
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《令和３･４（2021･22）年度 読書活動推進校一覧》 

芦屋市立朝日ケ丘小学校 伊丹市立北中学校 

川西市立けやき坂小学校 加古川市立加古川小学校 

播磨町立蓮池小学校 三木市立三木東中学校 

姫路市立城東小学校 たつの市立越部小学校 

太子町立太子東中学校 豊岡市立三江小学校 

香美町立香住第一中学校 丹波市立青垣中学校 

南あわじ市立松帆小学校 

発 行 兵庫県教育委員会〔令和５（2023）年３月〕 

連絡先 兵庫県教育委員会事務局義務教育課 
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